
一
-
流
通
費
の
資
本
化
」

論
の
終
謁

1

1

商
業
労
働
の
正
し
い
把
握
の
た
め
に
ー
ー

井

田

喜

久

治

問
題
の
所
在

一
商
業
労
働
に
関
す
る
諸
説

川
デ
・
ィ
・
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
見
解

伺
宇
野
弘
蔵
氏
の
見
解

川
商
業
労
働
を
め
ぐ
る
論
争
の
概
観

印
宇
野
弘
蔵
氏
と
森
下
二
次
也
氏
と
の
論
争

同
柳
昇
平
氏
と
森
下
二
次
也
氏
と
の
論
争

宇
野
弘
蔵
氏
の
「
流
通
費
の
資
本
化
」
論

商
業
資
本
論
に
お
け
る
商
業
労
働
の
問
題

問
題
の
所
在

「
こ
の
論
文
に
は
、
原
理
論
の
理
解
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
、

多
岐
に
わ
た
る
論
点
に
つ
い
て
の
宇
野
教
授
の
興
味
あ
る
見
解
が

一
不
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、

商
業
資
本
を
原
理
的
に
考
察
せ
ん
と
す
る
場
合
、
当
然
立
ち
入
っ
た
検
討
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
る

Q

事
実
、

最
近
と
み
に
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
わ
が
国
に
お
け
る
商
業
資
本
の
研
究
と
論
争
は
、

す
べ
て
こ
の
論
文
の
問

題
提
起
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
定

五



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

」

ノ¥

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
争
に
お
い
て
も
、
と
く
に
原
理
論
体
系
の
構
成
上
の
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
き
、
宇
野
教
授
の
提
起
さ

れ
た
問
題
が
必
ず
し
も
十
分
に
検
討
さ
れ
っ
く
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
と
同
時
に
、
宇
野
教
授
の
見
解
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
な

お
い
く
つ
か
の
根
本
的
な
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
」
(
山
口
第
一
論
文
、
八
0
ペ
ー
ジ
)
。

こ
れ
は
、
『
資
本
論
』
の
「
商
業
利
潤
」
を
中
心
と
す
る
マ
ル
ク
ス
商
業
資
本
論
に
た
い
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
宇
野
弘
蔵
氏
の
ま
っ
た

く
独
自
な
解
釈
・
「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤
」
論
に
ょ
せ
る
山
口
重
克
氏
の
言
葉
で
あ
る
。
い
く
ら
か
の
誇
張
は
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
卒

直
な
指
摘
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
以
来
十
年
、
宇
野
氏
の
問
題
提
起
か
ら
数
え
て
二
十
年
後
の
こ
ん
に
ち
、
こ
の
事
情
は
基

本
的
に
は
か
わ
っ
て
い
な
い
。
事
実
、
あ
ら
た
め
て
列
、
挙
し
一
部
検
討
に
附
さ
れ
る
と
お
り
、
商
業
経
済
学
者
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る

わ
た
く
し
の
理
解
す
る
よ
こ
ろ
に
よ
れ
ぼ
、
提
出
さ
れ
て
い
る
買
の
問
題
を

E
確
に
担
え
る
ま

専
門
家
に
よ
る
問
題
の
研
究
と
論
争
も
、

で
に
さ
え
い
た
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
も
の
は
し
た
が
っ
て
、
論
争
参
加
者
相
互
間
に
お
け
る
共
通
の
認
識
で
は
な
く
て
、
卒

直
に
い
っ
て
、
い
わ
ほ
百
鬼
校
行
の
状
態
で
す
ら
あ
る
。
こ
れ
は
、
宇
野
氏
の
諭
が
正
し
く
、
爾
余
の
諸
論
が
誤
ま
り
だ
な
と
と
い
っ
て
い

る
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
研
究
と
論
争
と
を
通
じ
て
、
な
ん
ら
の
成
果
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
と
い
っ
て
い

る
の
で
も
な
い
。
百
鬼
夜
行
の
状
況
の
真
の
原
因
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
さ
し
あ
た
り
の
主
因
は
宇
野
氏
の
こ
の
所
論
に
あ
り
、
こ

の
点
を
追
求
し
て
誤
ま
っ
た
問
題
提
起
を
正
し
て
真
の
問
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
、
こ
こ
に
本
稿
の
主
た
る
課
題
を
h

わ
い
て
い
る
。

わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ま
で
の
商
業
利
潤
に
つ
い
て
の
若
干
の
研
究
の
な
か
で
こ
の
宇
野
氏
の
問
題
に
ふ
れ
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
可
変

資
本
の
問
題
な
ら
び
に
流
通
費
の
填
補
に
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
か
そ
れ
と
も
利
潤
か
ら
の
控
除
か
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
と
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
ご
く
部
分
的
な
言
及
と
は
い
え
、
提
出
さ
れ
た
問
題

の
核
心
的
部
分
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
マ
ル
ク
ス
商
業
資
本
論
に
あ
っ
て
も
よ
た
き
わ
め
て
重
要
な
内
容
を
な
す
当
の
問
題



で
あ
っ
た
。

本
稿
は
、
部
分
的
な
従
来
の
検
討
を
い
く
ら
か
広
げ
て
補
足
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
、

「
難
解
」
な
宇
野
氏
の
商
業
資
本
論
の
最
奥
の
秘
密
を
ば
、

マ
ル
ク
ス
の
強
調
し
て
い
る
つ
困
難
」
に
象
徴
さ
れ
る
商
業
的
賃
労
働
者
の

事
情
に
つ
い
て
の
諸
問
題
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
た
い
す
る
王
し
い
理
解
は
、
流
通
費
と
商
品
の

販
売
価
格
お
よ
び
一
般
的
利
潤
率
に
か
ん
す
る
マ
ル
ク
ス
の
一
般
的
説
明
に
た
い
す
る
理
解
と
承
認
と
に
よ
っ
て
決
定
的
に
制
約
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
前
提
の
把
握
に
お
い
て
す
で
に
根
本
的
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
宇
野
氏
を
も
ふ
く
め
た
い
わ
ゆ
る
遇
説
な
る
も
の

は
、
笑
止
に
も
、
こ
の
商
業
労
働
の
問
題
に
お
い
て
も
ま
た
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
を
と
っ
た
マ
ル
ク
ス
批
判
の
作
業
を
続
け
て
、
さ
き
の

指
摘
を
事
実
に
お
い
て
裏
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
野
氏
の
商
業
資
本
論
・
「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
は
、
そ
れ
自
体
、
こ
の
よ
う
な

支
配
的
傾
向
を
肥
沃
な
土
壌
と
し
て
咲
い
た
仇
花
で
あ
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
商
業
資
本
ー
論
の
絶
対
的
正
し
さ
の
反
面
に
お
け
る
証
明
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
稿
は
、
宇
野
氏
の
見
解
に
主
と
し
て
焦
点
を
あ
わ
せ
て
そ
れ
を
め
ぐ
る
研
究
と
論
争
と
に
広
く
ふ
れ
な
が
ら
、

前
稿
(
本
誌
第
二
十
七
巻
第
二
号
)
で
あ
き
ら
か
に
し
た
商
業
労
働
の
理
論
を
よ
り
確
固
た
る
基
礎
の
う
え
に
お
き
、

マ
ル
ク
ス
商
業
資
本
論

の
真
の
擁
護
と
名
誉
回
復
と
に
捧
げ
ら
れ
て
き
た
従
来
の
作
業
に
た
い
す
る
最
後
の
仕
上
げ
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
主
題
に
は
い
る
に
先
だ
っ
て
、
便
宜
上
、
関
連
す
る
諸
理
論
の
一
部
を
整
理
し
て
列
挙
し
て
お
き
た
い
。
わ
た
く
し
は
、
と

り
あ
え
ず
そ
れ
ら
を
二
つ
に
わ
け
て
そ
の
目
安
を
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
『
注
解
』
に
お
さ
、

一
方
を
こ
の
『
注
解
』
に
た
い
す
る
満
足
組

と
し
他
方
を
不
満
組
と
で
も
名
付
け
る
の
が
適
当
か
つ
好
都
合
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
間
に
良
識
派
と
で
も
い
う
も
の
を
加
え
て

も
よ
い
。

つ
ま
り
折
衷
説
で
あ
る
。
前
者
は
、
お
そ
ら
く
は
、

マ
ル
ク
ス
商
業
資
本
論
の
正
統
的
擁
護
者
を
も
っ
て
任
じ
、
後
者
は
異
色

な
批
判
者
と
見
散
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
諸
理
論
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

七



一
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

/¥. 

満
足
組

森
下
二
次
也

「
マ
ル
ク
ス
商
業
理
論
の
基
本
問
題
|
|
机
教
授
の
批
判
に
こ
た
え
て
|
|
L
ハ
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
会
『
経
済
学
雑
誌
』
第
四
十
五
巻

第
二
号
所
収
|
|
以
下
、
森
下
第
一
論
文
と
略
称
|
|
)

「
商
業
利
潤
と
商
業
労
働
L

(
遊
部
他
編
『
資
本
論
講
座
』

ω所
収
|
|
以
下
、
森
下
第
二
論
文
と
略
称
1
i
)

「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤
に
か
ん
す
る
宇
野
教
授
の
所
説
に
つ
い
て
」

(
森
下
二
次
也
『
現
代
商
業
経
済
論
1
1
1
序
説
!
商
業
資
本
の
基
礎
理

論
i
|
』
所
収
1
1
以
下
、
森
下
第
三
論
女
と
略
称
l
l
)

「
流
通
費
用
の
資
本
化
1
1
1
再
び
宇
野
教
授
の
教
え
を
乞
う
l

i」

(
大
阪
市
立
大
学
商
学
部
『
経
営
研
究
』
第
七
六
号
所
収

l
!以
下
、
森

下
第
四
論
文
と
略
称
|
|
)

「
流
通
費
用
の
回
収
」

(
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
会
『
経
済
学
雑
誌
』
第
五
九
巻
第
三
・
四
号
所
収
|
|
以
下
、

森
下
第
五
論
文
と
略
称
1
1
1〉

岡
田
裕
之

「
商
業
資
本
の
可
変
資
本
の
平
均
利
潤
へ
の
参
与
に
つ
い
て
L

(
法
政
大
学
経
営
学
会
&
『
経
営
志
林
』
第
一
巻
第
一
号
所
収
1
1
以
下
、
間
四

第
一
論
文
と
略
称
|
!
)

「
商
業
資
本
の
可
変
資
本
の
平
均
利
潤
へ
の
参
与
に
つ
い
て
」

(
法
政
大
学
経
営
学
会
『
経
営
志
林
』
第
一
巻
第
二
号
所
収

!
l以
下
、
岡
田

第
二
論
文
と
略
称
l
i
)

不
満
組

宇
野
弘
蔵



「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤
」

(
有
沢
、
宇
野
、
向
坂
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
研
究
|
|
大
内
兵
衛
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
(
上

)111』
所
収

1
1

以
下
、
宇
野
第
一
論
文
と
略
称

1
1
)

「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤
」

(
宇
野
弘
蔵
『
恐
慌
論
・
商
業
利
潤
論
の
諸
問
題

|
i経
済
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
川
|
|
』
所
収
|
|
以
下
、
宇
野
第
二
論

文
と
略
称
i
i
)

「
商
業
資
本
に
つ
い
て
し

(
宇
野
弘
蔵
編
『
資
本
論
研
究

1
1
2産
価
格
・
利
潤
1

1

』
所
収
l
l
以
下
、
宇
野
第
三
論
文
と
略
称
l
l
)

柳
昇
平

「
商
業
労
働
の
性
格
に
つ
い
て
」

(
埼
玉
大
学
経
済
研
究
室
『
社
会
科
学
論
集
』
第
二
号
所
収
|
|
以
下
、
柳
第
一
論
文
と
略
称
|
|
)

「
マ
ル
ク
ス
商
業
論
の
問
題
」

(
埼
玉
大
学
経
済
研
究
室
『
社
会
科
学
論
集
』
第
五
号
所
収

1
1
以
下
、
柳
第
二
論
文
と
略
称

1
1
)

「
商
業
労
働
と
商
業
利
潤
」

(
埼
玉
大
学
経
済
研
究
室
『
社
会
科
学
論
集
』
第
七
号
所
収
i
|
以
下
1

柳
第
三
論
文
と
略
称
|
|
)

公
文
道
明

「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤
」

(
鈴
木
鴻
一
郎
編
『
利
潤
論
研
究
』
所
収
i
l
以
下
、
公
文
論
文
と
略
称

1
|
)

山
口
重
克

「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤
|
|
宇
野
教
授
の
所
説
に
よ
せ
て
(
一
)
」

(
『
電
気
通
信
大
学
学
報
』
二
ハ
号
(
人
文
社
会
編
)
所
収
|
|
以

下
、
山
口
第
一
論
文
と
略
称
|
|
)

「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤

(
2
)
|
l宇
野
教
授
の
所
説
に
よ
せ
て
(
二

)
l
i
L
(
『
電
気
通
信
大
学
学
報
』
一
七
号

(
人
文
社
会
編
)
所

収
|
|
以
下
、
山
口
第
二
論
文
と
略
称
|
|
)

良
識
組

「
流
通
費
の
資
本
化
L

論
の
終
罵

九



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
怠

回。

橋
本
勲

「
商
業
資
本
の
本
質
と
商
業
利
潤
」

ハ
橋
本
勲
司
商
業
資
本
と
流
通
問
題
』
所
収
[
|
以
下
、
橋
本
第
一
論
文
と
略
称

111)

「
商
業
資
本
を
め
ぐ
る
方
法
論
的
考
察
」

(
橋
本
勲
、
同
上
、

1
1
1
以
下
、
橋
本
第
二
論
文
と
略
称
l
l
)

商
業
労
働
に
関
す
る
諸
説

(1) 

デ
・
ィ
・
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
見
解

さ
て
、
先
に
す
す
む
と
し
よ
う
。

主
題
に
関
連
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、

『
資
本
論
』
の
「
商
業
利
潤
」
の
説
明
を
一
一
つ
に
わ
け
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
あ

る
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
た
場
合
の
そ
の
説
明
を
区
分
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
デ
ィ

i
ツ
版
で
い
え
ぽ
、
二
九
九
ペ
ー
ジ
中
頃
の
一
二
行

目
の
「
こ
の
よ
う
な
流
通
費
が
ど
ん
な
種
類
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
」
云
々
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
コ
一

O
二
一
ペ
ー
ジ
後
半
の
一
九
行
自
の

「
商
人
は
そ
れ
を
一
一
三

OE---:
で
売
る
。
そ
の
ほ
か
、
商
業
資
本
と
産
業
資
本
と
の
分
割
に
は
、
商
業
費
用
の
集
中
が
伴
い
、
し
た
が

っ
て
商
菜
費
用
の
縮
減
が
伴
う
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
終
わ
っ
て
い
る
部
分
と
、
同
じ
く
三

O
三
ペ
ー
ジ
後
半
の
二

O
行
目

の
「
そ
こ
で
、
問
題
は
、
商
業
資
本
家
:
:
:
が
使
用
す
る
商
業
賃
金
労
働
者
に
つ
い
て
は
事
情
は
ど
う
か
?

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
か

ら
は
じ
ま
っ
て
、
同
章
の
最
後
ま
で
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
形
式
的
区
分
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
に
応
じ
て
内
寄
に
つ
い
て
の
独
特
な
問
解
が
と
も
な
っ
て
お

り
、
こ
の
点
の
典
型
的
な
例
を
ロ

l
ゼ
ン
ペ
ル
グ
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
の
区
分
の
前
半
の
最
後
で
マ
ル
ク
ス
は
、

純
粋
に
商
業
的
な
流
通
費
を
商
業
資
本
家
が
肩
代
り
し
と
と
き
の
平
均
利
調
率
は
、



「
総
剰
余
価
値
一

O
八

O
が
、
生
産
的
資
本
九

0
0
・
プ
ラ
ス
商
人
資
本
一
五

O
、
合
計
一

O
五

O
に
配
分
さ
れ
:
:
:
一
七
ミ
ヨ
ぶ
」

(
『
資
本
論
』
、
第
三
巻
、
三
O
三
ペ
ー
ジ
、
大
月
書
唐
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
コ
一
六
五
ペ
ー
ジ
)

に
下
が
り
、
他
方
の
商
品
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
は
、

「
産
業
資
本
家
は
商
品
を
商
人
こ

8
0十
H
E
h
u
H
O
E
N
で
売
り
、
商
人
土
そ
れ
を
一
一
一
一
一

C
(弓
∞
。
寸

m
o
l
l
こ
の
五

O
は
彼

ー

叶

叶

ー

が
さ
ら
に
補
填
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
)
」

Q
資
本
論
』
、
第
三
巻
、
一
一
一
O
二
一
ペ
ー
ジ
、
大
月
書
底
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
三
六
五
|
二
一
六
六
ぺ

y 
'-../ に

高
め
て
売
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ロ

i
ゼ
ン
ベ
ル
グ
は
、
こ
の
数
式
を
直
接
と
り
あ
げ
、

口
阿
波
に
た
い
す
る
こ
佼
虫
自
の

l
M陪
ハ
哩

U
H
N
ぷ
を
も
っ
て
し
て
、

-

3

8

0

十
日
O
C
十
日
。

「
マ
ル
ク
ス
は
い
ま
の
脈
絡
で
は
、
流
通
費
を
、
利
潤
率
の
均
等
化
へ
の
参
加
と
い
う
見
地
か
ら
の
み
研
究
し
、
剰
余
価
値
か
ら
控
除

H∞0
 

マ
ル
ク
ス
の

1

i

H

u
o
o
+
5
0
+切

(

)

さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
ま
だ
研
究
し
て
い
な
い
と
い
う
と
と
を
、
注
意
」

(
デ
・
ィ
・
ロ

i
ゼ
ン
ベ
ル
グ
『
注
解
』
、

訳
、
第
四
巻
、
二
三
九
ベ

-
ジ
、
(
注
)
)

せ
よ
と
い
っ
て
い
る
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
こ
こ
で
「
捨
象
」
さ
れ
て
い
る
「
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
と

い
う
見
地
か
ら
の
研
究
」
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
役
は
、
こ
れ
に
続
く
「
不
変
資
本
と
可
変
資
本
と
の
補
填
」
な
る
見
出
し
の
も
と

で、
「
流
通
費
の
不
変
部
分
・
:
の
補
墳
は
な
ん
の
困
難
も
皇
し
な
い
。
ー
ー
だ
が
流
通
費
の
可
変
部
分
の
補
填
ー
ー
に
つ
い
て
は
、
事
情

は
異
な
る
」

〈
デ
・
ィ
・
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
、
前
掲
書
、
二
四
0
ペ
ー
ジ
)

と
い
っ
て
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
可
変
資
本
に
か
か
わ
る
「
困
難
」
に
つ
い
て
の
マ
ル
グ
ス
の
文
字
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

四



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
涛

四

そ
れ
が
な
ん
と
こ
の
費
用
は
い
か
に
し
て
前
貸
商
業
資
本
の
一
部
た
り
う
る
か
と
い
う
こ
と
を
問
う
内
容
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
に
か

く
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
彼
は
、
前
半
の
説
明
は
流
通
費
と
一
般
的
利
潤
率
と
の
関
係
を
論
じ
、
後
半
の
そ
れ
は
流
通
費

と
く
に
可
変
資
本
の
補
填
の
問
題
を
解
明
し
た
も
の
と
み
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

守

-
e
e

、、

ナ
J
A
H
N

ロ
I
ゼ
ン
ベ
ル
グ
式
填
補
方
式
・
剰
余
価
値
か
、
り
の
控
除
万
能
主
義
に
よ
れ
ば
、
彼
の
注
解
と
し
て
引
用
し
た
「
流
通
費
の
不

変
部
分
の
補
墳
は
な
ん
の
困
難
も
呈
し
な
い
。
だ
が
流
通
費
の
可
変
一
部
分
の
補
填
に
つ
い
て
は
、
事
情
は
異
な
る
」
と
い
う
書
出
し
で
は

じ
ま
る
商
業
的
賃
労
働
者
あ
る
い
は
商
業
労
働
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
、
悶
難
を
ふ
く
む
真
の
問
題
と
し
て
の
存
在
の
余
地
は
な
い
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
自
己
の
方
式
と
主
義
と
を
首
尾
一
貫
し
て
妥
当
さ
せ
た
場
合
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ

て
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
一
七
勿
な
に
が
し
の
利
潤
率
を
FH
ら
の
一
二
%
の
そ
れ
を
も
っ
て
修
正
し
て
マ
ル
グ
ス
を
「
擁
護
」
し
、
い

わ
ゆ
る
等
価
交
換
u

価
値
法
則
の
貫
徹
を
あ
え
て
主
張
し
た
と
き
、
す
で
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ほ
ん
と
う
の
困
難
は
こ
こ
に
あ
る
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
こ
れ
だ
、
と
い
っ
て
商
人
に
よ

る
可
変
資
本
の
前
貸
し
が
ふ
く
む
問
題
点
を
明
確
か
つ
精
密
に
取
出
し
た
の
に
続
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、

二
二
と
二
二

O
と
い
う
こ
つ
の

商
品
の
販
売
価
椅
を
し
め
し
て
、
ま
る
で
パ
ズ
ル
で
も
解
く
よ
う
に
し
て
明
々
快
々
な
解
答
を
引
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合

ロ
1
ゼ
ン
ベ
ル
グ
に
と
っ
て
は
、
い
か
な
る
疑
問
も
選
択
も
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
あ
と
で
論
及
さ
れ
る
が
、

ロ
i
ゼ
ン
ベ
ル
グ
式
填
補

方
式
を
忠
実
に
継
承
し
精
級
化
し
て
い
る
森
下
氏
が
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
「
困
難
だ
と
も
重
要
だ
と
も
思
え
な
い
」
(
森
下
第
四
論
文
、

二
五
ペ
ー
ジ
、
注
(
げ
〉
)
と
告
白
し
、
終
始
こ
の
告
白
に
忠
実
に
振
舞
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。
利
潤

率
一
C
%
と
仮
定
さ
れ
た
状
態
の
も
と
で
、
商
品
の
売
買
に
投
じ
ら
れ
る
資
本
が
一

O
Oの
場
合
に
は
一
一

O
の
価
格
で
、
二

O
Oの
場

合
に
は
二
ニ

O
の
価
格
で
売
買
さ
れ
る
も
の
と
決
ま
っ
て
い
て
、
い
ま
の
マ
ル
ク
ス
の
ご
と
く
一

0
0
の
場
合
に
一
一
二
と
い
っ
た
価
格



形
成
な
ど
そ
れ
こ
そ
狂
気
の
沙
汰
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。

一
O
八

O
の
価
値
を
も
っ
社
会
的
総
生
産
物
の
取
扱
い
の
た
め

に
不
可
欠
な
五

O
の
追
加
膏
用
を
考
慮
し
て
、

「
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
と
い
う
見
地
か
ら
研
究
」
し
こ
れ
を
填
補
す
べ
き
だ
と
い
う
と

き

一
O
八

O
は
あ
く
ま
で
一

O
八

O
な
の
だ
と
い
っ
て
一

O
八

O
に
た
い
す
る
こ
の
費
用
の
名
目
的
追
加
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

否
定
は
、
た
だ
ち
に
い
ま
み
て
い
る
一

O
Cに
た
い
す
る
第
一
の
一

O
を
超
え
て
な
さ
れ
て
い
る
第
二
の
一

0
・
性
質
上
さ
き
の
五

O
と

ま
っ
た
く
同
じ
費
用
の
追
加
の
否
定
に
通
じ
、
そ
れ
は
ま
た
そ
れ
で
こ
の
第
二
の
一

O
の
追
加
に
規
定
さ
れ
て
の
み
生
じ
る
こ
の
一

O
の

た
め
の
一
の
追
加
を
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
O
の一

O
Mは
一
で
あ
る
か
ら
、
当
の
一

O
が
な
く
な
れ
ば
一
は
そ
も
そ
も
問
題

に
な
ら
な
い
と
い
う
単
純
な
理
由
に
よ
る
。
こ
う
し
て
彼
に
与
え
ら
れ
て
い
て
引
出
さ
れ
る
べ
き
解
答
は
た
だ
一
つ
、
二
二

C
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
二

O
つ
を
投
じ
た
商
人
が
一

O
勿
を
自
己
の
利
潤
と
し
て
分
与
さ
れ
ろ
の
は
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
彼
の
注

解
そ
の
も
の
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
さ
ら
に
歴
然
と
す
る
。

「
商
業
労
働
」
を
論
じ
た
前
摘
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
彼
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
撞
着
ぶ
り
の
一
端
を
検
討
し
て
、

「
こ
こ

で
の
必
然
的
な
問
題
提
起
な
ら
び
に
提
起
さ
れ
た
問
題
の
意
味
の
正
し
い
理
解
に
と
っ
て
の
絶
対
的
要
件
」
(
五
八
ペ
ー
ジ
、
注
ハ
1

)

)

の

欠
如
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、

「
商
業
労
働
者
と
事
務
員
の
賃
銀
の
補
填
の
問
題
」
に
た
い
し
て
、

『
資
本
論
』
の
い
ま
問
題
と
し
て
い

る
商
品
価
格
の
説
明
に
直
接
に
「
依
拠
し
し
て
、

「
だ
か
ら
商
人
資
本
に
た
い
す
る
利
潤
は
、
同
じ
大
き
さ
の
産
業
資
本
の
利
潤
よ
り
も
大
き
い
。
こ
の
余
分
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、

商
業
利
潤
と
産
業
利
瀦
と
の
差
額
に
よ
っ
て
、
流
通
部
面
に
お
け
る
可
変
資
本
が
補
填
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
|
|
同
じ
こ
と

だ
が
l
i
|
商
人
資
本
は
現
実
の
大
き
さ
よ
り
も
大
き
な
資
本
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
商
人
資
本
に
た
い
す
る
利
潤
が

l
l純
粋

の
利
潤
、
す
な
わ
ち
、
平
均
的
な
産
業
利
潤
に
等
し
い
利
潤
を
控
除
し
た
の
ち
|
l
l
商
業
労
働
者
と
事
務
員
の
賃
銀
を
補
填
す
る
の
に
た

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
鴛

四



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
鳶

四
四

り
る
だ
け
、
大
き
い
資
本
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
し

(
デ
・
ィ
・
ロ

1
ゼ
ン
ベ
ル
グ
、
前
掲
主
園
、
二
四
三
ペ
ー
ジ
)

と
い
っ
て
い
る
と
き
ロ

i
ゼ
ン
ベ
ル
グ
は
、
お
そ
ら
く
、
自
己
の
口
か
ら
で
た
こ
の
文
章
の
真
の
意
味
を
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
理
解
し

て
い
な
い
。
よ
り
正
確
に
い
っ
て
、
理
解
で
き
な
い
と
い
う
の
が
真
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。

引
用
文
伝
み
る
と
お
り
、
彼
は
、
ち
ょ
う
ど
真
中
の
「
あ
る
い
は
」
に
よ
っ
て
前
後
を
結
び
つ
け
て
、
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
の
説
明
の

単
な
る
い
い
か
え
に
す
ぎ
な
い
か
の
よ
う
に
両
者
を
抜
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
さ
り
げ
な
さ
こ
そ
曲
者
で
あ
っ
て
用
心
す
べ
き

と
こ
ろ
な
の
だ
。

つ
あ
る
い
は
」
に
先
だ
っ
注
解
部
分
は
、

『
資
本
論
』
で
マ
ル
ク
ス
が
、

「
B
1
一
0
0、
b
u
J
C、
利
潤
率
H

一
C
M汚
と
仮
定
し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は

k
uゼ
ロ
と
す
る
:
:
:
。
そ
う
す
れ
ば
販
売
価
格

は
、
回
十
回
〉
十
ヴ
+
℃
(
日
切
ー
十
回
目
)
w
+
ぴ
十

σ
u
.
l
q
江
主
題
以
同
)
H
5
0十
H
O
十
H
O
+
H
U
H
N
H

と
な
る
で
あ
ろ
う
」

(
『
資
本
論
』
、
第
三
巻

一二
Q
九
ペ
ー
ジ
、
大
H
A
書
唐
版
全
集
、
第
二
豆
巻
、
一
一
一
七
三
ペ
ー
ジ
)

と
い
っ
て
い
る
説
明
を
車
接
の
論
拠
と
し
、
後
半
の
注
解
部
分
は
、
そ
れ
に
続
け
て
、

「
も
し
も
b
が
商
人
に
よ
っ
て
労
賃
に
投
ぜ
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
:
:
事
柄
は
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

B
H
一
0
0で
買
っ

た
り
売
ワ
た
り
す
る
た
め
に
商
人
は
自
分
の
時
間
を
費
や
す
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
の
使
え
る
時
間
は
こ
れ
だ
け
だ
と
仮
定
し
よ
う
。

b
す
な
わ
ち
一

cι
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
商
業
労
働
は
、
も
し
そ
れ
が
労
賃
に
よ
っ
て
で
は
な
く
利
潤
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
と
す

れ
ば
、
も
う
一
つ
の
商
業
資
本
U
一

O
Oを
前
提
す
る
。
:
:
こ
の
第
二
の

B
H
一
O
Oは
商
品
の
価
格
に
追
加
的
に
は
い
ら
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
し
か
し
一

O
%は
は
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
か
ら
、

一
O
Oず
つ
で
二
度
H
二
C
Qで
の
操
作
が
行
な
わ
れ
、
商
品
を
N
C
C

十
N
C
十
日
。
。
で
買
う
で
あ
ろ
う
」
(
『
資
本
論
』
、
第
一
二
巻
、
三
G
九
ペ
ー
ジ
、
大
月
書
広
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
三
七
三
ペ
ー
ジ
)

と
い
っ
て
い
る
説
明
を
論
拠
と
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

「
商
人
資
本
に
た
い
す
る
利
潤
は
、
同
じ
大
き
さ
の



産
業
資
本
の
利
潤
よ
り
も
大
き
い
」
と
注
解
す
る
と
き
彼
は
、

一
O
Oの
B
が
機
能
し
て
一
一

O
で
は
な
く
一
一
二
と
な
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
同
じ
大
き
さ
の
一

O
O
の
産
業
資
本
の
利
潤
よ
り
も
一
一
だ
け
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
「
こ
の
余
分
に
よ
っ
て
、
商
業
利
潤
と
産
業

利
潤
と
の
差
額
に
よ
っ
て
、
可
変
資
本
が
補
填
さ
れ
る
」
と
考
え
る
べ
き
論
拠
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
彼
の
研
究
の
見
地

-
修
正
主
義
的
見
地
か
、
り
す
れ
ば
、

一
O
Oは
一
一
二
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
さ
い
わ
い
に
も
必
要
を
満
た
し
て

・
一
一
の
た
め
に
は
、
こ
の
一

C
Oは
二

0
0に
お
い
て
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
そ
れ
は
二

0
0に

く
れ
る
「
補
填
の
た
め
の
差
額
」

転
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
も
無
か
ら
有
を
生
み
だ
す
ご
と
き
一
種
の
「
実
体
転
化
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
こ
に

彼
の
注
解
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

Ar
，、、、、

求
人
ふ
以

心
配
無
用
。

マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
つ
と
に
こ
の
「
転
化
の
理
論
」
が
準
備
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
他
方
に
お
い
て
、

「
商
人
資
本
は
現
実
の
大
き
さ
よ
り
も
大
き
な
資
本
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
と
注
解
す
る

と
さ
彼
は
、
商
品
の
価
格
に
追
加
的
に
は
い
り
こ
む
こ
と
な
く
前
提
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
も
う
一
つ
の
商
業
費
木
日
一

Q
Oに
つ
い
て
論

じ
て
い
る
さ
き
の
マ
ル
ク
ス
の
説
明
個
所
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
あ
ら
わ
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が

」
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
、

「
現
実
の
大
き
さ
よ
り
も
大
き
な
資
本
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
と
繰
り
か
え
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。
そ

れ
で
は
「
あ
ら
わ
れ
る
」
と
は
一
体
な
に
か
。
そ
れ
は
、
現
実
に
機
能
し
て
い
る
「
現
実
の
大
き
さ
し
で
あ
る
第
一
の

B
H
一
O
Oが
現

実
よ
り
も
大
き
な
二

O
Oと
し
て
「
あ
ら
わ
れ
」
、
こ
の
二

O
Oが
現
実
の
大
き
さ
で
あ
る
か
の
ご
と
く
い
わ
ば
名
目
上
の
資
本
と
し
て

機
能
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。
現
実
上
の
第
一
の

B
H
一
O
Oと
幻
の
よ
う
な
名
目
上
の
第
二
の

B
H
一
O
Oと
が
相
侯
っ
て
ニ

O
の
増
加

e
y
h

声

や

も

、

企
f
h

，刀

分
を
つ
く
り
だ
す
。
ま
だ
こ
の
ほ
か
に
一
が
残
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
は
端
数
切
捨
の
処
分
に
附
し
て
一
向
に
差
支
え
な
い
の
だ
。

「
も
う
一
つ
の

B
H
一
O
Oを
前
提
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
「
現
実
よ
り
も
大
き
な
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
と
い
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
な
ん
ら
か
の
説
明
に
な
る
わ
け
の
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。
現
実
の
大
き
さ
と
し
て
、
そ
の
現
実
的
存
在
を
彼
自
身
承
認
し
て

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

四
五



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
湾

四
六

い
る
の
ほ
依
然
と
し
て
一
。
。
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

然
と
し
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
O
Oは
一
一

C
に
し
か
な
り
え
ず
、
そ
れ
が
二
二
に
な
る
こ
と
は
依

な
る
ほ
ど
、
彼
は
、
い
ま
み
て
き
た
よ
う
な
結
論
に
先
だ
っ
て
、
そ
の
理
由
ず
け
と
み
ら
れ
る
つ
ぎ
の
説
明
を
か
か
げ
て
い
る
。

「
商
業
労
働
者
と
事
務
員
へ
の
支
払
い
の
た
め
の
源
泉
は
、
商
品
取
扱
資
本
に
内
立
化
し
た
商
品
資
本
が
分
散
し
て
い

η
い
だ
け
で
な

く
、
逆
に
い
っ
そ
う
集
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
じ
よ
っ
て
、

つ
く
り
だ
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
商
品
の
購
入
に
前
貸
し
さ
れ
る
資
本
も
、
流

通
費
の
す
べ
て
の
部
分
も
減
少
し
、
逆
に
資
本
の
回
転
速
度
は
増
大
す
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
は
利
潤
量
の
増
加
と
利
潤
率
の
上
昇

を
た
す
け
る
L

(
デ
・
ィ
・
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
、
前
掲
書
、
一
一
四
一
ペ
ー
ジ
)
。

そ
し
て
、
こ
の
点
は
、
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
宇
野
派
の
理
論
家

ιよ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
、
は
て
は
マ
ル
ク
ス
を
超
え
ろ
も
の
と
ま
で

い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
公
文
道
明
氏
は
、
宇
野
氏
と
同
名
の
長
大
な
マ
ル
ク
ス
批
判
の
論
稿
「
商
業
資
本
と
商
業

利
潤
」
の
な
か
で
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
可
変
資
本
の
投
下
と
商
業
資
本
の
本
質
と
の
関
係
の
問
題
を
マ
ル
ク
ス
の
説
明
に
「
即
し
て
」

検
討
し
つ
つ
、
こ
う
い
っ
て
い
る
。

「
マ
ル
グ
ス
は
こ
れ
を
、

『
各
商
人
が
助
手
な
し
で
や
っ
て
ゆ

4
』
と
す
れ
ば
商
業
は
無
数
の
小
商
業
に
分
散
し
、
:
:
:
商
業
資
本
自

立
化
の
意
味
を
失
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
で
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
た
ん
に
そ
の
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
。

総
商
人
資
本
が
縮
小
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
で
の
み

b
が
投
下
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

b
の
投
下
が
、
:
:
・
商
業
資
本
の
売
買

活
動
を
強
化
し
回
転
を
促
進
す
る
手
段
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
が
こ
こ
で
事
実
上
も
ち
だ
し
て
い
る
新
た
な
視
点
で
あ
る
。
:
:
:
。
さ
ら
に
第
二
の
点
を
問
題
と
し
よ
う
。
こ
こ
で

は
商
品
の
販
売
価
格
が
『
:
:
:
商
人
の
可
変
資
本

H
b
そ
の
も
の
を
も
補
填
す
る
の
に
足
り
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
h

と
い
、
コ
こ



と
が
『
困
難
』
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
，
」
の
『
困
難
』
は
先
の
『
困
難
』
の
く
り
か
え
し
で
あ
る
。

b
H
が
『
一
つ
の
新
し
い
価
格
成

分
』
を
な
さ
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
。

マ
ル
ク
ス
は
、
こ
こ
で
、

一
方
で
は
b
に
対
す
る
平
均
利
潤
分
配
の
根
拠
を
B
の

縮
小
を
も
っ
て
説
き
な
が
ら
、
そ
の
同
じ
根
拠
に
よ
っ
て
b
そ
れ
白
身
の
填
補
を
、

な
に
ゆ
え
じ
明
確
に
と
か
な
い
の
か
」
(
公
文
道
明
、

前
掲
論
文
、
二
三
八
二
四
Q
ベ
i
ジ
、
傍
点
|
|
井
田
〉
。

こ
の
点
に
つ
い
て
山
口
氏
の
い
う
と
こ
ろ
を
聞
い
て
み
よ
う
。

「
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
『
圏
難
』
を
、
・
:
商
業
資
本
の
『
独
立
化
の
利
益
』
・
・
:
と
の
関
連
で
、
い
わ
ば
商
業
資
本
の
独
自
の
機

能
、
本
来
の
多
数
回
数
の
媒
介
と
い
う
『
本
質
』
に
そ
く
し
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
:
・
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
い
ま
b
に

つ
い
て
マ
ル
ク
ス
が
新
た
に
提
起
し
て
い
る
問
題
は
、
:
:
:
産
業
資
本
の
下
で
も
費
用
と
し
て
外
化
し
て
前
貸
さ
れ
て
い
た
も
の
の
単
な

る
移
譲
で
は
な
い
、
新
た
な
独
自
な
費
用
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

b

(
と
そ
れ
に
た
い
す
る
利
潤
)
は
、
当
初
の

B
の
う
ち
か
ら
、
つ
ま
り

b
の
独
自
の
機
能
に
よ
る

B
の
縮
小
分
か
ら
補
填
(
取
得
)
さ
れ
る
ほ
か
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
『
困
難
』
だ
と
い
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
:
・
:
。

b
は
大
規
模
商
業
に
必
然
的
で
あ
る
と
い
う
場
合
の
、
そ
の
必
然
性
の
実
質
的
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る

b
の
機
能

を
、
立
ち
入
っ
て
検
討
し
さ
え
す
れ
ば
、
容
易
に
解
決
し
う
る
問
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
マ
ル
ク
ス
は
、

つ
づ
い
て
き
わ
め
て
難
解
な
設

例
を
あ
げ
る
の
み
で
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
明
確
に
解
決
し
え
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

(
山
口
第
二
論
文
、
八
四
1

八
七

ぺ

i
ジ
、
傍
点
|
|
井
田
〉
。

こ
れ
に
続
い
て
山
口
氏
は
、
こ
の
「
難
解
な
設
例
」
で
あ
る
二
つ
の
商
品
価
格
の
例
を
ふ
く
む
文
章
を
単
に
注
記
す
る
に
と
ど
め
、
続

い
て
こ
の
註
記
の
最
後
で
さ
き
に
引
用
し
て
お
い
た
高
い
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
ロ

i
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
説
明
を
引
き
つ
つ
「
マ
ル
ク

ス
は
、
少
く
と
も
こ
の
章
の
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
形
で
、
明
確
に
解
決
を
示
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」

「
流
遇
費
の
資
本
化
」
論
の
終
驚

四
七



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

四
l¥. 

(
山
口
第
二
論
文
、
八
七
ペ
ー
ジ
、
注
(
川
出
〉
)

と
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
批
判
を
結
ん
で
い
る
。

み
ら
れ
る
と
お
り
、

「
新
た
な
視
点
」
と
「
b
の
独
自
の
機
能
」
と
の
表
現
上
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ロ

l

ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
い
う
と
乙
ろ
の
回
転
の
増
大
に
よ
る
利
潤
量
の
増
大
に
そ
の
も
っ
と
も
確
実
な
論
拠
と
原
型
と
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き

ょ
う
。

b
の
支
払
い
の
た
め
の
源
泉
に
関
連
し
て
い
わ
れ
て
い
る
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
さ
さ
の
引
用
文
に
代
表
さ
れ
る
そ
れ
白
体
と
し
て

は
E
し
い
説
明
も
、
当
面
無
力
で
あ
る
こ
と
に
三
氏
と
も
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
気
付
い
て
い
な
い
。
公
文
、
山
口
両
氏
の
一
言
一
句
み
な

そ
の
証
拠
で
な
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

一
体
、
商
業
資
本
の
自
立
化
に
ふ
く
ま
れ
る
利
益
を
単
に
一
般
的
に
強
調
し
た
か
ら
と
い

っ
て
、
精
密
に
確
定
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
い
ま
の
問
題
に
た
い
す
る
い
か
な
る
同
答
に
も
な
る
ま
い
。
自
立
化
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
利

潤
量
の
増
加
と
可
変
資
本
の
支
払
い
の
源
泉
と
を
た
だ
言
葉
と
し
て
書
き
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
増
加
し
た
利
潤
が
実
際
に
支
払

い
の
源
泉
と
な
っ
て
い
く
そ
の
現
実
過
程
に
た
い
す
る
説
明
に
と
っ
て
か
わ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
商
品
の
販
売
価
格
の
形
成

は
こ
の
可
変
資
本
の
填
補
を
も
保
障
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、

b
が
一
つ
の
新
し
い
価
格
成
分
を
な
す
も
の
と
し
て

そ
う
な
の
か
、

B
と
b
と
を
も
っ
て
得
ら
れ
る
利
潤
の
う
ち
の
一
部
分
と
し
て
そ
う
な
の
か
と
マ
ル
ク
ス
が
尋
ね
た
の
に
た
い
し
て
、
彼

等
は
、
増
大
し
た
利
潤
を
そ
の
支
払
い
の
源
永
と
す
る
と
自
明
の
も
の
と
し
て
附
合
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
く
誤
ま
っ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
誤
謬
は
、

『
資
本
論
』
に
お
い
て
、
価
格
に
関
連
し
て
利
潤
の
う
ち
の
一
部
分
と
い
っ
て
い
る
場
合
の
利
潤
と
こ
れ
に
対
置
さ

れ
て
彼
等
の
批
判
に
お
い
て
伝
家
の
宝
万
と
さ
れ
て
い
る
増
大
し
た
利
潤
と
い
う
場
合
の
利
潤
と
は
、
同
じ
B
本
語
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
異
な
る
関
保
の
物
的
表
現
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
、
完
全
な
無
理
解
に
由
来
す
る
。
結
局
の
と
こ
ろ

増
大
し
た
利
潤
を
支
払
い
の
源
泉
と
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
と
し
て
も
そ
の
こ
と
は
、
単
に
支
払
い
の
当
の
対
象
で
あ
る
労
働
が
価
値
創



造
的
労
働
で
は
な
い
こ
と
を
承
認
す
る
単
な
る
別
様
の
表
現
以
上
に
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、

し
た
が
っ
て
そ
の
承
認
と
強
-
調
と
を

も
っ
て
事
足
れ
り
と
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
商
品
の
販
売
価
格
は
い
か
に
こ
の
可
変
資
本
の
支
払
い
を
保
障
す
る
か
と
い
う
当

面
の
緊
急
の
課
題
に
た
い
す
る
無
理
解
の
表
現
で
あ
る
と
と
も
に
、

ロ
l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
式
噴
補
方
式
・
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
万
能
主
義

の
病
根
の
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
暴
露
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

b
が
一
つ
の
新
し
い
価
格
成
分
を
な
さ
な
い
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
い
っ
て
か
く
の
ご
と
く
把
握
さ
れ
た
利
潤
を
も
っ
て
す
る
填
補
方
式
を
自
明
の
も
の
と
し
て
マ
ル
ク
ス
に
お
し
つ

け
る
と
き
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
二
一
一
で
は
な
く
て
二
二

C
で
の
商
品
の
売
買
を
承
認
す
る
道
に
通
じ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
つ
ま
り
、
ど
こ
か
ら
取
上
げ
て
も
結
論
は
ま
っ
た
く
同
じ
な
の
だ

Q

ロ
l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
は
こ
れ
く
ら
い
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
立
ち
い
っ
た
検
討
に
は
い
る
ま
え
に
宇
野
氏
の
見
解
の
中
心

部
分
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
な
紹
介
を
こ
こ
ろ
み
て
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
認
識
を
さ
ら
に
、
深
め
る
一
助
と
す
る
と
共
に
、
宇
野
氏
の
所
論

を
め
ぐ
る
論
争
概
観
の
た
め
の
準
備
と
し
た
い
。

(2) 

宇
野
弘
蔵
氏
の
見
解

さ
て
、
宇
野
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
マ
ル
グ
ス
の
此
の
点
に
関
す
る
論
述
は
私
に
と
っ
て
は
決
し
て
十
分
な
る
解
決
を
与
え
て
い
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
商
人
の

労
働
自
身
が
、
賃
銀
労
働
者
の
労
働
に
代
え
ら
れ
る
と
き
、
如
何
に
し
て
そ
の
賃
銀
と
し
て
支
払
わ
れ
る
資
本
に
は
そ
の
利
潤
を
求
め
得

る
か
。
ま
た
商
人
自
身
の
労
働
と
し
て
は
利
潤
と
し
て
得
ら
れ
る
も
の
が
、
賃
銀
労
働
者
の
労
働
に
な
る
と
そ
の
賃
銀
と
し
て
支
払
わ
れ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
転
化
は
如
何
に
理
解
し
た
ら
よ
い
か
。

。
か
か
る
利
潤
を
得
る
た
め
の
労
働
に
対
し
て
賃
銀
に
相
当
す
る

利
潤
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
己
に
そ
の
利
潤
は
一
般
的
利
調
率
に
よ
る
利
潤
と
は
異
っ
た
性
格
を
、
少
く
と
も
そ
れ
を
他

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

四
九



「
流
通
費
の
資
本
化
」
請
の
終
志

五
Q 

の
要
因
を
も
っ
て
修
正
し
た
も
の
に
転
化
し
て
い
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
:
・

-
0

そ
し
て
ま
た
こ
の
司
労
働
』
に
対
し

て
更
に
何
故
に
利
潤
を
要
求
し
得
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
さ
え
生
ず
る
の
で
あ
っ
た
」

ハ
宇
野
第
一
論
文
、

一
七
四
|
一
七
豆
ぺ

l
ジ、

傍
点
1

1
井
閏
〉
。

幻
想
上
の
資
本
な
ど
と
い
う
得
体
の
し
れ
な
い
関
係
の
創
造
を
通
じ
て
、
利
潤
率
均
等
化
の
法
則
に
よ
る
利
潤
と
「
価
値
法
則
」
に
合

致
し
た
価
格
形
成
と
に
成
功
し
た
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
に
た
い
す
る
に
宇
野
氏
は
、

い
ま
み
た
と
お
り
、
「
か
か
る
利
潤
を
得
る
た
め
の
労

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

己
に
そ
の
利
潤
は
一
般
的
利
潤
率
に
よ
る
利
潤
と
は
異
な
っ

働
に
対
し
て
賃
銀
に
相
当
す
る
利
潤
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

、
、
、

た
も
の
に
転
化
し
て
い
る
」
と
い
っ
て
、

ロ
l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
に
お
け
る
ご
と
き
利
潤
率
均
等
化
の
法
則
と
そ
の
適
用
の
も
と
で
の
利
潤
の

存
在
と
を
認
め
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
幻
想
的
な
資
本
に
象
徴
さ
れ
る
折
哀
理
論
を
斥
け
た
宇
野
氏
は
、
当
面
の
問
題
で
あ
る
商
品
の
販

売
価
格
を
ば
「
一
般
的
利
潤
率
に
よ
る
利
潤
」
に
よ
っ
て
規
定
し
つ
つ
、
同
じ
個
所
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
し
た
が
っ
て
実
際
上
は
上
例
の
場
合
も

H
O
O
十
円
。
+
5
1
H
N
O

に
よ
っ
て
一
一
一

O
の
販
売
価
格
と
な
る
べ
き
で
は
な
く
、
単
に

5

0

+
H
O
U
H
H
O

と
し
て
一
一

O
の
販
売
価
格
で
十
分
な
は
ず
で
あ
る
。
資
本
家
と
し
て
は
商
人
も
一

O
Oを
投
じ
て
一

O
の
利
潤
を
得
る
こ

と
で
一
般
的
利
潤
率
を
上
げ
う
る
の
で
あ
る
」

(
宇
野
第
一
論
文
、

一
七
五
ペ
ー
ジ
〉
。

」
れ
な
ら
ま
っ
た
く
文
句
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

一
O
Oが
一
一

O
に
な
り
二

O
Cが
二
二

C
に
な
る
こ
と
こ
そ
利
潤
率
の
法
則
の

純
粋
な
作
用
だ
か
ら
で
あ
る

Q

だ
が
、
提
出
さ
れ
て
い
て
い
ま
直
接
宇
野
氏
が
検
討
し
て
い
る
当
の
商
品
は
、
も
と
も
と
、
ニ
二

O
で
売

賀
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、

「
な
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
か
「
す
ろ
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
か
と
断
定
さ
れ
て
、
そ
の

「
い
か
な
い
」
理
由
も
あ
き
ら
か
に
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
、
二
二

O
が
一
二

O
と
な
り
一
二

O
が
い
ま
や
法
則
の
純
粋
な
作
用
の
も
と
一
一

O

へ
と
大
幅
減
額
を
き
た
し
と
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
方
の
一
一
一
一
の
販
売
価
格
に
関
連
し
て
は
、



「
高
人
は
、
己
に
利
調
を
も
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
自
己
の
商
人
的
労
働
そ
の
も
の
に
対
す
る
利
潤
を
も
要
求
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な

い
・
:
:
・
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
『
労
働
』
に
対
し
て
更
に
何
故
に
利
潤
を
要
求
し
得
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
さ
え
生
ず
ろ
の
で
あ
っ

た」

(
宇
野
第
一
論
文
、

一
七
四
ペ
ー
ジ
お
よ
び
一
七
五
ペ
ー
ジ
)

と
同
じ
内
容
を
た
だ
ひ
と
こ
と
「
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
」
と
だ
け
い
っ
て
斥
け
て
そ
れ
以
上
の
内
容
に
た
い
す
る
検
討
は
す
べ
て

省
略
で
あ
る
。
労
働
そ
の
も
の
に
た
い
す
る
利
潤
の
要
求
と
は
な
ん
と
も
理
解
し
か
ね
る
要
求
で
あ
っ
て
、
わ
た
く
し
は
、
こ
の
点
に
も

宇
野
理
論
に
お
け
る
卓
越
し
た
水
準
の
高
さ
と
難
解
さ
と
の
一
因
を
み
る
思
い
が
す
る
。
労
働
そ
の
も
の
に
た
い
す
る
利
潤
な
ど
要
求
で

き
る
わ
け
が
な
く
、
だ
れ
も
そ
ん
な
こ
と
宏
要
求
し
て
は
い
な
い
し
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
尚
吏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
正
し

く
は
労
働
へ
の
支
払
に
た
い
す
る
利
潤
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
末
尾
の
支
払
い
を
要
求
と
書
き
か
え
る
こ
と
は
許
さ
れ

る
と
し
て
も
、
は
じ
め
の
「
支
払
い
に
た
い
す
る
」
の
な
か
か
ら
「
支
払
い
」
だ
け
を
ソ
ッ
ト
外
し
て
し
ま
っ
て
、
さ
て
「
労
働
に
た
い

す
る
利
潤
を
要
求
す
る
」
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
改
鼠
で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
は
改
観
者
自
身
な
ん
の
こ
と
か
皆

日
わ
か
る
ま
い
。
賃
労
働
者
が
提
供
し
た
労
働
に
支
払
が
な
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
労
働
へ
の
支
払
は
す
な
わ
ち
労
賃
の
か
た

ち
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
「
労
働
へ
の
支
払
に
た
い
す
る
利
潤
の
要
求
」
は
労
賃
に
た
い
す
る
利
潤
の
要
求

と
い
い
か
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
労
賃
で
は
あ
っ
て
ち
労
働
で
は
な
い
。
そ
し
て
労
賃
の
支
払
は
資
本
家
に
と
っ
て
は
資
本
の

投
下
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
商
業
的
賃
労
働
者
の
労
賃
と
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
の
資
本
の
投
下
が
、
商
品
の
販
売
価
格
と
の
関
連
で
ま
さ
に

問
題
と
し
て
の
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
そ
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
提
示
さ
れ
て
い
る
問
題
そ
の
も
の
を
、
す
で
に
出
発
点
で
根
本
か
ら
修

正
し
て
お
い
て
、

「
労
働
そ
の
も
の
に
た
い
す
る
利
潤
」
な
ど
と
い
う
経
済
学
的
に
み
て
お
よ
そ
成
り
た
ち
え
な
い
関
係
を
創
造
し
て
真

の
問
題
に
と
っ
て
か
わ
ら
せ
か
か
る
も
の
と
し
て
振
舞
わ
せ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
た
い
し
て
は
、
そ
う
い
う
も
の
に
は
性
質
上
一

σコ

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

五



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
潟

五

「
利
潤
を
要
求
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
」
と
い
う
、
へ
き
で
あ
ろ
う
し
、

の
追
加
的
〉
利
潤
を
要
求
し
得
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
」

1

|
八

あ
ら
た
に
担
造
さ
れ
た
こ
の
問
題
に
た
い
し
て
「
何
故
に
八
一

〉
括
孤
内
は
井
田
挿
入

l
ー
だ
と
い
っ
て
論
外
と
さ
れ
る
べ
き
こ

と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ

i
し
て
マ
ル
ク
ス
の
名
じ
お
い
て
問
題
と
し
て
成
立
し
え
な
い
問
題
を
デ
ッ
チ
あ
げ
、

つ
い
で
こ
れ
は
問
題
と

し
て
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
一
二
の
販
売
価
格
は
二
一

O
に
値
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
一
二

O
は
さ

ら
に
一
一

O
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
仕
組
は
簡
単
で
あ
る
。
二
二

O
を
一
一

O
に
一
気
に
還
元
さ
せ
た
あ
の
法
則
の
作
用

の
発
動
を
こ
こ
で
も
ま
た
期
特
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
や
こ
う
い
う
次
第
で
一
一
二
も
な
け
れ
ば
、
二
二

O
の
存
在
も
認
め
ら
れ
な

ぃ
。
二
様
の
商
品
価
格
に
表
現
さ
れ
た
こ
れ
ら
二
つ
の
関
係
は
い
ず
れ
も
、

一一

O
に
お
い
て
統
一
的
に
し
め
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
さ
き
に
み
た
ロ

i
ゼ
ン
ペ
ル
グ
式
損
補
方
式
の
徹
底
し
た
適
用
で
あ
ろ
う
と
は
い
え
、
宇
野
氏
に
お
い
て
は
こ
の
徹
底
性
の
ゆ

え
に
、
解
決
す
べ
き
問
題
そ
の
も
の
の
解
消
を
も
同
時
に
ふ
く
む
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
l
ゼ
ン
ベ
ル
ゲ
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
折

表
理
論
に
よ
る
二
つ
の
関
係
の
統
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幻
想
上
の
資
本
と
い
う
不
様
さ
を
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
よ
り
真
剣
な

検
討
に
た
い
す
る
手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
は
彼
に
あ
っ
て
は
マ
ル
ク
ス
が
提
供
し
た
問
題
そ
の
も
の
に
た
い
す
る
承
認
が

無
条
件
に
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
相
違
点
は
、
木
質
的
に
い
え
ば
、
こ
の
一
点
ぶ
っ
き
る
と
い
っ
て
よ
い
。
い
ま
や
宇

野
氏
は
、
ま
っ
た
く
あ
ら
た
な
関
係
の
も
と
で
商
業
労
働
の
問
題
の
提
起
と
解
決
と
を
要
請
さ
れ
る
に
い
た
?
た
の
で
あ
っ
て
、

「
流
通

費
の
資
本
化
」
論
な
る
も
の
の
登
場
で
あ
る
。

続
い
て
こ
の
提
起
を
め
ぐ
る
論
争
を
簡
単
に
再
現
し
て
、
そ
こ
で
の
各
論
者
に
よ
る
商
業
労
働
の
問
題
の
取
扱
い
を
追
跡
し
て
宇
野
氏

の
こ
の
「
資
本
化
」
論
理
解
の
た
め
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
生
さ
る
こ
と
い
い
し
よ
う
。

ベ3)

商
業
労
働
を
め
ぐ
る
論
争
の
概
観



(イ)

宇
野
弘
蔵
氏
と
森
下
二
次
也
氏
と
の
論
争

と
り
あ
え
ず
こ
と
の
序
に
ふ
れ
る
の
だ
が
、
第
二
ハ
章
「
商
品
取
扱
資
本
」
の
最
後
で
マ
ル
ク
ス
は
、
商
業
資
本
は
流
通
の
な
か
で
だ

け
機
能
す
る
資
本
で
あ
り
し
か
も
こ
の
期
間
は
価
値
創
造
を
制
限
す
る
も
の

T
し
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
、

「
商
人
資
本
が
流
通
期
間
の
短
縮
に
役
だ
つ
か
ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
、
間
接
に
は
、
産
業
資
本
家
の
生
産
す
る
剰
余
価
値
を
ふ
や
す
こ

と
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
商
人
資
本
が
市
場
の
拡
張
を
助
け
資
本
家
た
ち
の
あ
い
だ
の
分
業
を
媒
介
し
、
し
た
が
っ
て
資
本
が
よ
り

大
き
な
規
模
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
の
機
能
は
産
業
資
本
の
生
産
性
と
そ
の
蓄
積
と
を
促
進
す
る
。
商
人

資
本
が
流
通
期
閣
を
短
縮
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
前
貸
資
本
に
た
い
す
る
剰
余
価
値
の
割
合
、

つ
ま
り
利
潤
率
を
高
く
す
る
。
商
人

資
本
が
資
本
の
よ
り
わ
ず
か
な
部
分
を
貨
幣
資
本
と
し
て
流
通
部
面
に
閉
じ
込
め
て
お
く
か
、
き
り
で
は
、
そ
れ
は
、
資
本
の
う
ち
の
直
接

に
生
産
に
充
用
さ
れ
る
部
分
を
増
大
さ
せ
る
」

(
『
資
本
論
』
、
第
三
巻
、
二
九
一
ペ
ー
ジ
、
大
月
書
庖
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
一
一
一
五
一
ペ
ー
ジ
)
。

と
い
っ
て
自
立
化
の
意
義
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
観
点
は
、

「
商
業
利
潤
L

の
説
明
の
な
か

に
一
貫
し
、
と
く
に
商
業
労
働
の
問
題
に
集
約
さ
れ
さ
き
に
検
討
し
て
き
た
商
品
の
販
売
価
格
の
問
題
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が

わ
た
く
し
の
基
本
的
な
理
解
で
あ
っ
て
、
こ
の
認
識
こ
そ
、
宇
野
氏
の
所
論
検
討
の
カ
ナ
メ
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
は
じ
め
て
い

こ
、
7
0

宇
野
氏
も
ま
た
い
ま
引
用
し
た
自
立
化
の
意
義
に
ふ
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
説
明
を
引
用
し
た
の
ち
た
だ
ち
に
、

「
産
業
資
本
に
対
し
て
独
立
化
し
た
資
本
と
し
て
の
商
業
資
本
を
以
上
の
如
く
見
て
来
る
と
、
商
業
資
本
に
関
し
て
マ
ル
ク
ス
の
展
開

す
る
『
商
業
上
の
利
潤
』
は
明
ら
か
に
こ
れ
と
異
っ
た
観
点
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
』
(
宇
野
第
一
論
文
、

一
六
一
二
ぺ

i

ジ)。

「
流
遇
費
の
資
本
化
」
論
の
終
鷲

五



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

五
回

と
い
う
の
で
あ
る
。
宇
野
氏
は
、

マ
ル
ク
ス
が
商
業
的
賃
労
働
者
に
関
連
し
た
真
の
困
難
の
所
在
と
性
格
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
事
実
上
、
こ
の
困
難
と
問
題
と
を
解
消
さ
せ
て
マ
ル
ク
ス
を
批
判
し
て
い
る
の
を
い
ま
み
た
が
、
そ
の
出
発
点
す
な
わ
ち
独

(

1

)

 

特
な
「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
布
石
が
す
で
に
こ
こ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
か
は
し
ら
な
い
が
、
互

い
に
因
と
な
り
果
と
な
り
相
互
に
制
約
し
あ
っ
て
そ
の
「
批
判
的
」
商
業
資
本
論
を
成
立
さ
せ
て
い
る
こ
の
関
連
は
、
数
多
く
出
現
し
た

宇
野
氏
の
批
判
者
に
よ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
正
し
く
つ
か
ま
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
点
が
あ
き
ら
か
に
さ

れ
な
い
か
ぎ
り
、
は
げ
し
い
そ
れ
ら
批
判
の
言
葉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宇
野
氏
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
商
業
資
本
論
批
判
は
、
そ
の
生
命
力
を

持
ち
つ
づ
け
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

1

)

以
上
の
諸
点
に
関
連
し
て
、
宇
野
氏
を
師
と
仰
ぐ
山
口
氏
の
一
二
一
口
議
を
紹
介
し
て
み
よ
う
実
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

「
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
資
本
論
』
の
文
章
は
、
・
;
:
・
マ
ル
ク
ス
が
商
業
資
本
の
『
機
能
』
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
宇
野
教
授
が
『
そ

の
意
味
に
お
い
て
』
と
限
定
を
付
さ
れ
て
い
る
意
味
は
、
:
・
・
こ
の
機
能
は
、
多
数
の
産
業
資
本
の
流
通
運
動
を
専
門
的
に
分
担
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
個
別
的
な
産
業
資
本
の
運
動
の
制
限
性
か
ら
あ
る
程
度
解
放
さ
れ
て
い
る
と
い
う
そ
の
運
動
形
態
の
特
殊
性
か
ら
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
:
:
:
。
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
も
、
第
一
六
章
に
お
い
て
は
、
決
し
て
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、
ほ
ぼ
そ
の
よ
う
な

観
点
か
、
り
商
業
資
本
の
独
自
牲
を
考
察
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
第
一
七
享
『
商
業
利
潤
』
に
い
た
る
と
、
:
:
:
『
明
ら
か
に
こ
れ

と
異
っ
た
観
点
か
ら
出
発
』
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
の
方
法
上
の
差
異
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
の
商
業
資
本
論
の
難
点
を

整
序
す
る
さ
い
の
一
つ
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
:
:
:
。
し
か
し
、
冒
頭
に
お
い
て
か
か
る
問
題
を
提
起
さ
れ
て
い
る
宇
野
教
授
自
身
:
:
:
に
あ

っ
て
も
、
:
:
・
も
っ
ぱ
ら
い
わ
ゆ
る
商
業
労
働
の
問
題
に
関
連
す
る
商
業
利
潤
の
形
態
的
特
殊
性
の
問
題
に
力
点
が
移
行
し
:
:
:
、
そ
の
内
容
か
ら

い
っ
て
も
、
構
成
上
の
位
置
か
ら
い
っ
て
も
、
商
業
資
本
が
資
本
家
的
生
産
の
現
実
的
な
明
治
積
過
程
に
も
つ
実
質
的
な
意
義
の
解
明
が
消
極
化
す
る

と
い
う
難
点
が
残
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
:
・
・
」
(
山
口
第
一
論
文
、
八
二
ペ
ー
ジ
)
。

山
口
氏
は
、
資
本
家
的
生
産
の
蓄
積
過
程
に
た
い
し
て
も
つ
商
業
資
本
の
実
質
的
意
義
が
商
業
労
働
の
問
題
に
お
い
て
集
約
さ
れ
解
明
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。
「
決
し
て
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、
ほ
ぼ
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
商
業
資
本
の
独
自
性
を
考
察
し
て
い



る
」
と
い
う
第
二
ハ
章
の
そ
の
観
点
を
、
商
業
労
働
の
問
題
考
察
の
な
か
に
み
て
い
な
い
。
山
口
氏
は
、
第
二
ハ
章
と
第
一
七
章
と
の
「
方
法
上
の

差
異
の
明
確
化
」
な
ど
と
い
っ
た
も
っ
ぱ
ら
自
己
の
無
理
解
に
も
と
ず
く
あ
り
も
し
な
い
差
異
を
、
宇
野
氏
に
口
裏
を
あ
わ
せ
て
単
に
唱
え
る
こ
と

を
も
っ
て
よ
し
と
せ
ず
、
歪
め
ら
れ
ね
じ
ま
げ
ら
れ
た
宇
野
氏
に
よ
る
問
題
提
起
の
な
か
に
、
こ
の
歪
み
を
正
し
て
そ
こ
に
問
題
の
真
の
意
義
を
見

出
す
努
力
を
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
欠
い
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

事
実
、
宇
野
氏
は
、
森
下
、
岡
田
両
氏
に
よ
る
批
判
、
こ
と
に
費
用
価
格
の
概
念
に
関
連
す
る
か
ぎ
り
に
お
け
る
森
下
氏
の
適
切
な
批

判
に
た
い
し
て
説
得
的
に
答
え
え
な
い
で
、
無
理
を
重
ね
て
お
り
、
た
と
え
ば
、

「
森
下
氏
は
僕
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
費
用
価
格
概
念
に
は
売
買
の
費
用
も
入
る
と
一
方
で
い
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
剰
余
価
値
か

ら
乙
の
費
用
を
控
除
し
て
一
般
的
利
潤
率
の
形
成
を
と
く
の
は
矛
盾
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
森
下
氏
が
引
用
し
て
い
る
僕
の
原
論

で
も
、
そ
の
点
を
ま
さ
に
問
題
に
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
う
批
評
に
は
何
と
答
え
て
よ
い
か
。
例
え
ば
森
下
氏
が
引
用
し
て
い
る
よ
う

に
、
僕
も
費
用
価
格
の
概
念
に
は
、
い
わ
ゆ
る
純
粋
の
流
通
費
用
ま
で
が
合
ま
れ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
次
に
直
ち
に
円
資
本

家
に
と
っ
て
は
事
務
所
や
居
舗
や
簿
記
の
費
用
、
或
い
は
売
買
に
あ
た
る
労
働
力
も
、
生
産
過
程
に
お
け
る
生
産
手
段
や
労
働
力
と
一
様

に
資
本
と
し
て
投
じ
た
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
資
本
と
し
て
流
通
し
、
資
本
と
し
て
回
収
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
』
:
:
:
と
し
て

『
剰
余
価
値
か
ら
差
し
引
か
れ
る
』
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
う
い
う
流
通
費
用
が
商
業
資
本
の
下

で
逆
に
資
本
化
し
て
一
定
の
利
潤
を
与
え
ら
れ
る
も
の
に
転
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
森
下
氏
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も
な
く

そ
の
『
矛
盾
』
を
認
め
て
い
る
の
だ
。
問
題
は
、
商
業
資
本
に
よ
っ
て
そ
う
い
う
逆
転
し
た
形
で
あ
ら
わ
れ
る
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に

あ

る

。

。

マ
ル
ク
ス
で
も
そ
の
解
明
が
不
明
瞭
に
終
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
:
;
:
実
は
そ
れ
が
方
法
上
の
困
難
な
問
題
な
の
で

あ
る
」

(
宇
野
第
二
論
文
、

一
二
四
l
一
三
五
ペ
ー
ジ
、
傍
点
l
i井
田
)
。

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
害
対

五
五



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

五
六

と
い
っ
て
、
自
己
の
理
論
が
ふ
く
む
矛
盾
と
破
綻
と
の
承
認
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
そ
の
「
流
通

費
の
資
本
化
」
論
を
固
持
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
宇
野
氏
の
こ
の
「
自
信
」
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
事
情
に
深
く
由
来
す
る
も

の
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。

「
森
下
氏
は
『
資
本
論
』
の

b
の
と
こ
ろ
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
は
で
き
て
い
る
か
し
ら
。
:
:
:
。
森
下
氏
は
、
問

題
を
ぼ
く
が
こ
と
さ
ら
に
仰
々
し
く
い
っ
て
い
る
よ
う
に
い
っ
て
る
ら
し
い
が
、
彼
自
身
そ
の
点
を
解
決
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

(宇

野
第
一
二
論
文
、
三
三
五
コ
一
三
七
ペ
ー
ジ
)
。

と
い
っ
て
い
る
宇
野
氏
の
反
論
に
も
あ
き
ら
か
な
ご
と
く
、
森
下
氏
が
、
商
業
労
働
の
問
題
に
た
い
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
重
要

な
意
義
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
か
つ
て
、
森
下
氏
と
の
論
議
の
過
程
で
わ
た
く
し
が
、

一
一
二
と

二
二

O
と
の
商
品
価
格
の
問
題
の
な
か
に
「
そ
の
商
業
資
本
の
理
論
の
首
尾
一
貫
し
た
み
ご
と
な
展
開
を
」

(
拙
著
『
商
業
経
済
学
』
、
五
O

ペ
ー
ジ
)
み
る
と
強
調
し
た
の
に
た
い
し
て
、
森
下
氏
は
、

「
独
特
な
解
釈
」
で
あ
り
、

「
マ
ル
ク
ス
の
基
本
的
観
点
に
た
い
す
る
井
田
氏
の
理
解
が
既
述
の
と
お
り
支
持
し
難
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
も

同
意
し
難
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」

と
単
に
附
記
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
も
そ
の
証
拠
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
宇
野
氏
と
の
論
争
の
な
か
で
こ
う
い
う
や
り
と
り
が

(
森
下
第
五
論
文
、
八
三
ペ
ー
ジ
)
。

み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
宇
野
氏
が
さ
さ
に
仰
々
し
く
云
々
と
い
っ
て
、
ひ
き
あ
い
に
だ
し
て
い
た
そ
の
説
明
で
あ
る
。

「
し
か
し
、
私
の
よ
う
に
:
:
:
考
え
て
『
果
し
て
『
資
本
論
』
が
解
明
し
得
な
か
っ
た
、
資
本
家
の
労
働
に
代
る
労
働
者
の
労
働
が
資

本
と
し
て
利
潤
を
要
求
す
る
根
拠
が
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
』
と
〈
宇
野
〉
教
授
は
反
問
さ
れ
る
。
・
:
:
;
:
。
し
か
し

E
直
に
い
っ
て

こ
ん
な
こ
と
が
何
故
仰
々
し
く
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
理
解
で
き
な
い
。
・
:
・
・
:
。
そ
れ
で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
代
置
が



お
こ
な
わ
れ
る
か
。
資
本
家
が
自
ら
売
買
の
仕
事
を
担
当
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
生
産
の
規
模
が
拡
大
し
、
生
産
量
が
増
大
す
る
に
つ
れ

そ
れ
だ
け
:
:
流
通
期
間
は
延
長
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
:
;
:
延
長
に
は
:
:
一
定
の
限
界
が
あ
る
。
そ
の
範
囲
内
に
と
ど
め
る
た
め

に
は
広
告
そ
の
他
物
的
費
用
を
増
強
す
る
か
、
他
人
労
働
に
依
存
す
る
以
外
に
途
は
な
い
。
し
か
も
多
数
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
に

な
る
と
分
業
の
利
益
が
期
待
で
き
る
。
:
:
・
:
。
も
ち
ろ
ん
労
働
者
を
雇
用
す
れ
ば
資
本
家
は
彼
に
賃
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
が
、
.

不
払
労
働
分
だ
け
費
用
が
節
約
さ
れ
る
。
支
払
賃
金
は
資
本
家
に
と
っ
て
利
潤
を
獲
得
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
有
利
な
費
用
で
あ
る
。

当
然
資
本
と
し
て
そ
の
わ
け
前
に
あ
ず
か
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
関
係
ほ
産
業
資
本
で
あ
る
と
商
業
資
本
で
あ
る
と
に
よ
っ
て
異
る
も
の

で
は
な
い
」

(
森
下
第
四
論
文
、
二
三
二
四
ぺ

l
ゾ)。

そ
し
て
、
森
下
氏
は
こ
こ
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
注
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
:
:
:
そ
の
費
用
が
産
業
資
本
に
お
い
て
は
な
お
資
本
と
な
り
え
な
い
と
い
う
〈
宇
野
〉
教
設
の
主
張
そ
の
も
の
の
傍
証
と
し

て
、
教
授
の
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
っ
て
、
・
:
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
私
に
は
、
本
文
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
問
題
が

教
授
の
い
わ
れ
ろ
よ
う
な
意
味
で
困
難
だ
と
も
重
要
ど
と
も
思
え
な
い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
詳
論
を
避
け
る
が
、か

てコ
て『
私資
は本
柳、論
教、』
授、の
の、こ
所、の

部
分
が
難
解
で
、
商
業
労
働
の
性
格
に
つ
い
て
の
誤
解
の
ひ
と
つ
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

説
に
関
連
し
て
私
な
り
の
理
解
の
大
要
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
・
:
な
お
不
十
分
な
点
も
あ
る
の
で
、

い
ず
れ
・
:
ほ
り
さ
げ
た
考
察

を
試
み
た
い
:
j
」

(
森
下
第
四
論
文
、
二
五
ペ
ー
ジ
、
注
ハ
げ
〉
、
傍
点
1

1

井
田
〉
。

困
難
と
い
い
重
要
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
現
実
そ
の
も
の
が
も
っ
困
難
と
重
要
性
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
宇
野
「
教
授
の
い
わ
れ
る

よ
う
な
意
味
で
」
と
い
う
や
り
く
り
な
ど
で
回
避
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

宇
野
氏
に
か
わ
っ
て
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
い
ま
の
場
合
、
こ
ん
な
無
内
容
な
一
般
論
を
も
っ
て
厳
密
に
提
起
さ
れ
て
い
る

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
湾

五
七



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

五
八

問
題
の
解
答
に
か
え
る
こ
と
は
到
底
で
さ
ま
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
誤
ま
っ
て
す
ら
い
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
あ
ら
ゆ

「
マ
ル
グ
ス
が
提
起
し
た
資
本
家
の
労
働
に
代
る
労
働
者
の
労
働
が
資
本
と
し
て
利
潤
を
要
求
す
る
根

る
意
味
に
お
い
て
そ
う
な
の
だ
。

拠
を
し
め
せ
」
と
強
調
し
て
い
る
宇
野
氏
に
た
い
し
て
、
森
下
氏
は
、
さ
き
に
引
用
し
て
お
い
た
と
お
り
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
充
用
と

そ
れ
に
た
い
す
る
追
加
費
用
は
、
当
の
商
業
資
本
家
に
と
っ
て
は
商
業
利
潤
獲
得
の
た
め
の
必
要
か
つ
有
利
な
費
用
で
あ
る
が
故
に
、
資

本
と
し
て
利
潤
の
わ
け
前
に
参
加
す
る
の
は
白
明
な
の
だ
、
と
い
っ
て
宇
野
氏
に
な
ん
な
く
答
え
て
い
る
か
の
こ
と
く
な
っ
て
い
る
の
を

み
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
宇
野
氏
の
出
し
た
問
題
に
た
い
す
る
答
え
に
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
が
一
致
し
て
い
る
の
は
資
本
と
し

て
利
潤
を
要
求
す
る
と
い
う
一
二
の
文
字
だ
け
で
、
そ
の
内
容
た
る
や
ま
っ
た
く
こ
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
い
ず
れ
も
こ
の
す
れ
違

い
に
気
付
い
て
い
な
い
。
宇
野
氏
の
場
合
、
資
本
と
し
て
利
潤
を
要
求
す
る
の
は
、
資
本
家
の
労
働
に
代
る
労
働
者
の
労
働
な
の
だ
。
そ

れ
に
た
い
し
て
森
下
氏
の
場
合
、
資
本
と
し
て
利
潤
を
要
求
す
る
の
は
、
商
業
的
賃
労
働
者
に
た
い
す
る
可
変
資
本
で
あ
ろ
。
引
用
を
省

略
し
て
お
い
た
が
、
森
下
氏
は
、
宇
野
氏
の
反
間
に
た
い
し
て
、

「
こ
こ
で
資
本
と
し
て
利
潤
を
要
求
す
る
の
は
労
働
者
の
労
働
で
は
な
く
労
働
者
の
労
働
力
に
支
出
さ
れ
る
費
用
で
あ
る
と
い
う
よ
う

な
あ
げ
足
と
り
は
や
め
て
お
こ
う
」
(
森
下
第
四
論
文
、
二
三
一
ペ
ー
ジ
)
。

と
ま
で
い
っ
て
概
念
規
定
の
厳
密
さ
を
要
求
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
逝
に
こ
の
す
れ
違
い
な
る
も
の
を
よ
り
際
立
た
す
役
割

を
は
た
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
宇
野
氏
の
こ
う
し
た
森
下
氏
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
ズ
サ
ン
」
な
問
題
提
起
は
、
別
の
個
所
で
は
、

一寸

商

人
の
労
働
自
身
が
、
賃
銀
労
働
者
の
労
働
に
代
え
ら
れ
る
と
き
、
如
何
に
し
て
そ
の
賃
銀
と
し
て
支
払
わ
れ
る
資
本
に
は
そ
の
利
潤
を
求

め
得
る
か
」
云
々
と
い
う
ふ
う
に
も
い
わ
れ
て
い
て
、
論
争
概
観
の
準
備
の
た
め
と
し
て
、
前
-
唄
で
簡
単
に
宇
野
氏
の
所
論
を
み
た
と
き

冒
頭
に
お
い
て
引
用
し
ぞ
や
異
な
っ
た
角
度
か
ら
検
討
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

「
流
通
費
の
資
本
化
」
諦
そ
の
も
の
で



あ
り
宇
野
商
業
利
潤
論
の
中
心
内
容
と
な
っ
て
い
る
@
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
れ
な
ら
ば
森
下
氏
に
「
あ
げ
足
と
り
」
の
手
殺
を
か
け

さ
せ
る
こ
と
に
は
な
り
ま
す
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
利
潤
を
要
求
す
る
の
は
賃
銀
と
し
て
支
払
わ
れ
る
資
本
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
資
本
と
し
て
利
潤
を
要
求
す
る
の
は
労
働
者
の
労
働
力
に
支
出
さ
れ
る
費
用
U
可
変
資
本
な
の
だ
、
と
い
っ
て

い
る
森
下
氏
と
言
葉
遣
い
ま
で
そ
っ
く
り
同
じ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
問
題
は
、
宇
野
氏
の
い
っ
て
い
る
「
資
本
宗
の
労
働
に
代
る
労
働
者

の
労
働
」
と
い
う
こ
と
の
内
容
に
か
か
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
森
下
氏
の
よ
う
に
、

「
流
通
費
用
と
し
て
の
流
通
期
間
は
資
本
家
に
却
し
て
い
え
ば
彼
が
売
買
活
動
を
お
こ
な
う
時
間
に
は
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
以
外

ιな

お
支
払
わ
れ
な
い
売
買
の
た
め
の
畳
用
と
し
て
の
資
本
家
の
労
働
な
と
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
〈
宇
野
〉
教

授
が
い
わ
れ
る
『
資
本
家
の
労
働
に
代
る
労
働
者
の
労
働
』

と
は
、

流
通
期
間
に
代
る
労
働
者
の
労
働
に
ほ
か
な
ら
な
い
(
森
下
第
四
論

文
、
ニ
コ
一
ペ
ー
ジ
〉
。

と
い
う
だ
け
で
片
附
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
森
下
氏
に
は
こ
の
反
問
に
し
め
さ
れ
た
哀
の
関
連
が
理
解
で
き
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
わ
た
く
し
の
理
解
じ
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
例
の
二
ご
と
二
ニ

O
と
の
商
品
価
格
の
問
題
の
う
ち
、
二
二

O
に
た
い
し

て
マ
ル
ク
ス
が
、

「
も
し
b
が
商
人
に
よ
っ
て
労
賃
に
投
ぜ
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
l
l
l
b
は
た
だ
商
業
労
働
に
支
払
わ
れ
る
だ
け
だ
か
ら
|
|
|
事
柄
は
次

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

b
す
な
わ
ち
一

O
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
商
業
労
働
は
、
も
し
そ
れ
が
労
賃
に
よ
っ
て
で
は
な
く
利
潤

に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
商
業
資
本
日
一

O
Oを
前
提
す
る
」

〈
『
資
本
論
』
、
第
一
二
巻
、
ゴ
一

O
九
ペ
ー
ジ
、
大
月
書
底

版
全
集
、
第
二
五
巻
、
三
七
三
ペ
ー
ジ
、
傍
点
1

1
井
田
)
。

と
い
っ
て
い
る
説
明
に
た
い
す
る
簡
略
化
と
宇
野
氏
の
ま
っ
た
く
の
苦
し
ま
ぎ
れ
の
一
表
現
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
文
中
傍
点
を
附

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

五
九



一I

流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
鴬

ノ、ゐ。

し
た
文
字
だ
け
と
り
だ
し
て
顔
り
あ
わ
せ
れ
ば
両
者
は
。
ひ
っ
た
り
一
致
す
る
こ
と
で
も
そ
の
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
ろ
。

れ
は
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
問
題
に
ふ
く
ま
れ
る
困
難
の
う
ち
、
商
品
価
格
に
関
連
し
た
問
題
で
あ
っ
て
、
森
下
氏
が
そ
う
理
解
し
て
い

る
よ
う
に
「
資
本
と
し
て
そ
の
わ
け
前
に
あ
ず
か
る
も
の
と
な
る
」
利
潤
の
問
題
な
ど
で
は
ぜ
ん
ぜ
ん
な
い
。
そ
う
す
ろ
と
こ
こ
に
重
大

つ
ま
り
、
こ

な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
森
下
氏
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
「
多
数
の
労
働
者
を
一
層
一
周
す
る
こ
と
に
な
る
と
資
本
家
は
彼
に
賃
金
を
支
弘

う
こ
と
に
な
る
が
し
そ
れ
と
商
品
の
販
売
価
格
と
の
嗣
係
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
森
下
氏
に
は
た
し
て
、

一ず

Jレ

グ
ス
と
共
に
、

一
一
二
と
い
う
狂
気
じ
み
た
「
法
則
」
破
り
の
価
格
形
成
を
承
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
へ
ん
で
宇
野
氏
の
と
こ
ろ
か
ら
去
っ
て
、
舞
台
を
柳
昇
平
氏
と
の
論
争
に
移
し
て
問
題
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

(ロ)

制
昇
平
氏
と
森
下
二
次
也
氏
と
の
論
争

宇
野
氏
と
の
「
資
本
化
」
論
争
に
お
い
て
露
呈
さ
れ
た
商
業
労
働
の
問
題
を
軽
視
す
る
森
下
氏
の
こ
の
観
点
は
、
抑
氏
の
所
説
に
関
説

す
る
場
合
に
も
一
貫
し
て
顕
著
で
あ
る
。
納
氏
が
、

「
商
業
労
働
の
二
重
性
」
を
論
じ
て
、

二
二
と
ニ
二

O
と
の
価
格
の
問
題
に
ふ
れ

た
と
こ
ろ
で
、

「
ゆ
え
に
私
は
、

マ
ル
グ
ス
は
異
常
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
人
自
ら
の
流
通
労
働
は
、
単
に
利
潤
を
生
む
も
の
と
し
て
、
そ
の

労
働
力
は
賃
金
を
要
求
す
る
も
の
で
な
い
の
に
、
商
業
労
働
者
の
労
働
力
は
、
賃
金
の
支
払
を
う
け
、
資
本
の
前
貸
と
す
る
の
は
、
矛
盾

で
は
な
い
か
と
し
た
、
彼
が
問
題
呈
示
の
当
初
設
定
し
た
疑
問
が
、
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
と
み
る
の
ほ
か
は

な
い
」
(
柳
第
三
論
文
、
一
一
二
ペ
ー
ジ
)
。

と
い
っ
て
そ
の
マ
ル
グ
ス
批
判
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
森
下
氏
は
、

「
マ
ル
ク
ス
を
擁
護
」
し
て

「
抑
教
授
に
は
そ
う
み
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
に
は
そ
う
は
み
え
な
い
。
.

提
出
さ
れ
た
問
題
は
基
本
的
に
は
解
決
さ
れ
て
い



ナ
か
よ
う
に
み
え
る
。
:
:
:
。
労
働
者
の
雇
用
に
充
て
ら
れ
る
資
本
部
分
に
利
潤
が
与
え
ら
れ
る
の
は
よ
い
と
し
て
、
そ
の
回
収
は
ど
う
な
る

か
。
・
:
:
。
そ
の
た
め
に
マ
ル
ク
ス
が
採
っ
た
方
法
は

?
cし
あ
た
り
は
、
商
人
資
本
に
特
有
な
現
象
が
ま
だ
独
立
に
は
現
わ
れ
な
い
で

産
業
資
本
に
直
接
に
関
連
し
て
そ
の
分
枝
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
形
で
問
題
を
提
出
す
る
』
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
、
:
:
剰
余
価
値
の
な
か
か
ら
支
払
う
の
ほ
か
な
い
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
う
え
、
こ
れ
を
節
約
し
よ
う
と
す
る

衝
動
が
商
業
資
本
の
自
立
化
の
誘
因
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
論
証
を
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」

(
森
下
第
一
論
文
、
六
一
二
六
四
ペ
ー
ジ
)

と
反
論
し
、
さ
ら
に
こ
う
続
け
て
い
る
。

「
こ
の
よ
う
に
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
る
の
に
、
柳
教
授
が
な
お
頑
な
に
そ
の
未
解
決
を
い
い
は
ら
れ
る
の
は
、
教
授
が
マ
ル
ク
ス
の

提
起
し
た
問
題
の
真
意
を
理
解
し
て
お
ら
れ
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
教
授
は
こ
の
間
題
を
『
商
人
の
労
働
も
労

働
者
の
労
働
も
同
じ
流
通
労
働
で
あ
る
の
に
、
商
人
の
労
働
力
に
は
資
本
が
支
出
さ
れ
な
い
の
に
、
労
働
者
の
労
働
力
に
は
資
本
が
支
出

さ
れ
る
の
は
何
故
か
』
と
い
う
よ
う
に
お
さ
か
え
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
来
資
本
家
の
操
作
た
る
べ
き
売
買
の
た
め
に
労
働
者
が
雇

用
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
資
本
が
投
下
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
」

(
森
下
第
一
論
文
、
六
四
ベ
!

ジ
、
傍
点

l
i井
田
)
。

こ
れ
で
は
柳
氏
も
承
服
さ
れ
ま
い
。
い
ま
引
用
し
た
柳
氏
の
文
章
は
、
宇
野
氏
の
「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
と
内
容
的
に
は
ま
っ
た
く

同
じ
で
あ
っ
て
こ
の
論
の
単
な
る
反
第
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
両
者
を
比
較
す
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
σ〉

柳
・
・
商
人
自
ら
の
流
通
労
働
は
、
単
に
利
潤
を
生
む
も
の
と
し
て
そ
の
労
働
力
は
賃
金
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。

宇
野
・
・
商
人
自
身
の
労
働
と
し
て
は
利
潤
と
し
て
得
ら
れ
る
も
の
。

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

ノ、



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

~ 

ノ、

そ
σコ

柳
・
・
商
業
労
働
者
の
労
働
力
は
賃
金
の
支
払
を
う
け
資
本
の
前
貸
と
す
る
。

宇
野
・
・
賃
銀
労
働
者
の
労
働
に
な
る
と
そ
の
賃
銀
と
し
て
支
払
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
っ
て
、
も
し
両
者
の
あ
い
だ
に
な
ん
ら
か
の
相
違
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

一
方
が
「
資
本
化
」
論
の
精

神
の
単
純
卒
直
な
定
式
化
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
他
方
が
よ
り
深
遠
な
思
想
と
し
て
定
式
化
し
て
い
る
と
い
う
点
に
帰
着
す
る
。
卒
直

に
振
舞
っ
て
い
る
の
が
榔
氏
で
あ
る
こ
と
は
事
実
に
つ
い
て
み
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
宇
野
氏
が
別
の
個
所
で
、

「
資
本
化
」
論
の

角
度
か
ら
森
下
氏
に
向
か
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
論
し
、
柳
氏
の
卒
直
さ
を
よ
り
徹
底
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
も
証
明
さ
れ
て
い
る
。

「
ま
た
そ
う
し
て
初
め
て
商
業
資
本
の
い
わ
ゆ
る
可
変
資
本
部
分
の
問
題
も
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
部
分
は
明
ら
か
に
『
資

本
で
な
か
っ
た
も
の
が
:
:
:
資
本
と
な
る
』
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
森
下
氏
の
よ
う
に
す
で
に
産
業
資
本
の
一
部
と
し
で
あ
っ
た
も
の
と
す

る
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
。
産
業
資
本
家
が
自
ら
売
買
活
動
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
賃
銀
を
支
払
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
利
潤
を
要
求

し
う
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。
よ
く
考
え
て
貰
い
た
い
。
何
も
か
も
マ
ル
ク
ス
の
い
う
通
り
に
、
わ
け
も
わ
か
ら
ず
に
し
た
か
ら
と
い
っ

て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
:
:
:
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
商
業
資
本
の
倒
錯
性
も
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
」

(
宇
野
第
二
論
文
、

一
四
四
ペ
ー
ジ
、
傍
点
|
|
井
田
)
。

柳
氏
が
さ
き
に
み
た
よ
う
に
い
う
と
き
、
も
ち
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
の
説
明
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
て
い
ま
直
接
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は

お
そ
ら
く
、

二
三
の
価
格
を
導
く
に
あ
た
っ
て
一
一
ご
が
ふ
く
む
問
題
点
・

「
矛
盾
」
を
鋭
と
く
取
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち

「
σ
+
σ
↑い
H
H
τ
J
「
仰
い
き
薗
で
は

ま
ず
第
一
に
労
働
に
支
払
わ
れ
(
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
産
業
資
本
家
が
商
人
自
身
の
労
働
に
支

払
っ
て
も
商
人
か
ら
支
払
を
受
け
る
庖
員
の
労
働
に
支
払
っ
て
も
同
じ
こ
と
だ
か
ら
)
そ
し
て
第
二
に
商
人
自
身
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な



い
は
ず
の
こ
の
労
働
へ
の
支
払
い
に
た
い
す
る
利
潤
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
」

(
『
資
本
論
』
、
第
三
巻
、
一
二

O
九
ペ
ー
ジ
、
大
月
室
同
居

版
全
集
、
第
一
一
五
巻
、
一
ニ
七
二
!
三
一
七
三
ペ
ー
ジ
〉
。

で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
柳
「
教
授
が
マ
ル
ク
ス
の
提
起
し
た
問
題
の
真
意
を
理
解
し
て
お
ら
れ
な
い
」
こ
と
は
指
摘
の
と
お

り
で
あ
る
と
し
て
も
、
小
な
く
と
も
価
格
の
問
題
に
的
を
あ
わ
せ
て
い
る
の
は
森
下
氏
で
は
な
く
て
柳
氏
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一「

資

本
化
」
論
も
ま
た
こ
の
販
売
価
格
の
問
題
と
そ
の
解
明
と
を
も
っ
て
そ
の
本
質
的
内
容
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
回
収
の
問
題
に
つ
い
て
の
森
下
氏
の
解
決
な
る
も
の
は
論
外
と
す
る
と
し
て
も
、
そ
こ
で
森
下
氏
は
、

「
本
来
資
本
家
の

操
作
た
る
べ
き
売
買
の
た
め
に
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
資
本
が
投
下
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
」
と
も
い
っ
て
い
る

が
、
そ
し
て
こ
れ
が
マ
ル
ク
ス
の
提
起
し
た
問
題
の
真
意
で
あ
り
正
し
い
定
式
化
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
自
体
は
、
依
然
と
し

て
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
充
用
に
ふ
く
ま
れ
る
商
品
の
販
売
価
格
と
の
関
係
の
問
題
を
導
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
利
潤

率
と
の
関
係
の
問
題
に
導
く
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
宇
野
氏
の
反
問
に
接
し
た
と
き
、
宇
野
氏
の
「
ズ
サ
ン
」
な
概
念
把

握
を
正
し
た
の
ち
、
い
と
も
簡
単
に
、

て
も
想
像
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
う
し
て
森
下
氏
は
、
二
重
の
意
味
で
、
提
起
さ
れ
た
問
題
の
真
意
を
理
解
し
て
い
な
い
と
の
指
摘

「
当
然
資
本
と
し
て
利
潤
の
わ
け
前
に
あ
ず
か
る
も
の
と
な
る
」
と
答
え
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え

を
甘
受
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
概
観
を
通
じ
て
論
争
の
消
極
的
側
面
の
指
摘
に
力
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
却
っ
て
「
資
本
化
」
論

の
内
容
と
問
題
点
と
を
浮
彫
に
さ
せ
て
く
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
わ
た
く
し
の
意
図
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
流
通
費

こ
と
に
商
業
労
働
の
な
か
に
商
業
資
本
の
分
化
独
立
の
意
義
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
宇
野
氏
の
よ
さ
意
図
は
、
ほ
と
ん
ど
ま
っ

た
く
正
し
く
受
け
と
め
ら
れ
発
展
さ
せ
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
遺
憾
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
概
観
は
こ
れ
く

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

ノ、



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
馬

六
回

ら
い
に
し
て
、
も
う
少
し
宇
野
氏
の
こ
の
理
論
を
み
て
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
補
足
と
し
た
い
。
節
を
あ
ら
た
め
て
こ
れ
を
み
る
と
し
よ
う
。

宇
野
弘
蔵
氏
の
「
流
通
費
の
資
本
化
」
論

マ
ル
ク
ス
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
商
品
の
商
薬
価
格
が
そ
の
生
産
価
格
で
は
な
く
て
、
生
産
価
格
に
流
通
貨
を
追
加
し
て
な
っ
て
い
る
が

」
れ
は
「
奇
異
」
で
あ
り
、

「
マ
ル
ク
ス
が
一
方
で
流
通
費
の
控
除
を
し
な
い
で
、
他
方
で
単
に
追
加
だ
け
を
な
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

何
と
い
っ
て
も
理
解
し
難
い
こ
と
で
あ
る
」
(
宇
野
第
一
論
文
、

一
六
九
ペ
ー
ジ
)
。

と
し
、
さ
ら
に
こ
の
難
点
が
一
層
明
白
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
商
業
労
働
の
問
題
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
の
が
宇
野
氏
の
端
的
な

問
題
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
批
判
と
慨
歎
と
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
宇
野
氏
の
理
解
の
仕
方
を
背
景
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
宇
野
氏
は
、

「
庖
舗
、
労
力
等
の
流
通
費
用
が
加
わ
る
と
、
商
業
資
本
は
こ
の
費
用
を
販
売
価
格
か
ら
回
収
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
れ
に
対
す

る
利
潤
を
も
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
:
・
・
。
勿
論
、
商
業
資
本
は
、
そ
れ
が
た
め
に
こ
れ
を
資
本
と
し
て
投
ず
る
多
額
の
資
金
に
よ
っ

て
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
利
潤
と
し
て
分
配
せ
ら
れ
る
べ
き
剰
余
価
値
を
生
産
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
若
し
産
業
資
本
か

ら
買
入
れ
た
商
品
を
そ
の
価
値
を
墓
準
と
し
て
決
定
さ
れ
る
価
格
で
販
売
す
る
と
す
れ
ば
、

一
方
で
は
産
業
資
本
の
利
潤
の
内
か
ら
控
除

せ
ら
る
べ
き
費
用
を
商
業
資
本
で
負
担
す
る
だ
け
そ
の
買
入
価
格
は
安
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
:
:
:
」

(
宇
野
弘
蔵
『
経
済
原
論
』
、
下

巻
、
二
七
九
ペ
ー
ジ
、
傍
点
|
|
井
田
〉
。

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
わ
け
で
、
文
中
傍
点
を
附
し
て
お
い
た
「
し
た
が
っ
て
」
こ
そ
、
宇
野
氏
の
理
解
を
集
約
し
て
い
る
無
理

鮮
の
象
徴
で
あ
る
。
こ
の
「
し
た
が
っ
て
」
に
象
徴
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
の
宇
野
氏
の
見
解
を
、

つ
ぎ
の
『
資
本
論
』
の
説
明
の
う
ち
傍
点



を
附
し
た
個
所
あ
る
い
は
括
孤
内
の
文
字
と
対
比
し
て
み
る
が
よ
い
。
あ
た
か
も
マ
ル
ク
ス
が
、
宇
野
氏
の
誤
解
に
由
来
す
る
批
判
を
す

で
に
適
確
に
予
想
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
、
じ
つ
に
興
味
を
そ
そ
る
文
章
で
あ
る
。

『
資
本
論
』
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。

「
:
;
:
商
業
労
働
者
と
直
接
に
産
業
資
本
の
使
用
す
る
労
働
者
と
の
あ
い
だ
に
は
、
産
業
資
本
と
商
業
資
本
と
の
あ
い
だ
に
生
ず
る
の

と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
産
業
資
本
と
商
人
と
の
あ
い
だ
に
生
ず
る
の
と
同
じ
相
違
が
生
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
商
人
は
単
な
る
流
通
担
当
者

と
し
て
は
価
値
も
剰
余
価
値
も
生
崖
し
な
い
の
だ
か
ら
(
と
い
う
の
は
、
彼
が
彼
の
出
費
に
よ
っ
て
商
品
に
つ
け
加
え
る
追
加
価
値
は
、

前
か
ら
あ
る
価
値
の
追
加
に
帰
着
す
る
か
ら
で
あ
る
:
:
;
〉
、
商
人
に
よ
っ
て
同
じ
諸
機
能
に
使
用
さ
れ
る
商
業
労
働
者
も
商
人
の
た
め

に
直
接
に
剰
余
価
値
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
(
『
資
本
論
』
、
第
三
巻
、
三
O
四
ペ
ー
ジ
、
大
月
害
届
版
全
集
、
第
三
五
巻
、

二
ハ
六
ペ
ー
ジ
、
傍
点
|
!
井
田
)
。

こ
の
文
章
は
、
宇
野
氏
が
「
何
と
い
ヲ
て
も
理
解
し
難
い
」
と
い
っ
て
慨
歎
し
て
い
る
、
流
通
費
が
商
品
の
価
値
を
追
加
的
に
高
め
て

売
ら
れ
る
こ
と
を
数
字
で
例
解
し
た
の
に
す
ぐ
続
く
商
業
的
賃
労
働
者
の
事
情
の
考
察
の
冒
頭
の
部
分
に
お
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
さ
し
あ
た
り
、
括
弧
内
の
「
出
費
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
「
前
か
ら
あ
る
価
値
の
追
加
に
帰
着
す
る
」
と
い
う
部
分
を
簡
単
に
検
討

し
て
み
る
と
、

っ
、
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち

ま
ず
第
一
に
こ
の
「
出
費
」
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
純
粋
な
流
通
費
を
さ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

つ
ぎ
に
「
商
品
に
つ
け
加
え
る
追
加
価
値
」
と
は
な
に
か

Q

そ
れ
は
み
ぎ
の
「
出
費
」
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
商
人
に
と
っ
て
は
与
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
商
品
の
価
値
に
た
い
し
て
価
値
要
素
と
し
て
あ
ら
た
に
追
加
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

し
た
が
っ
て
こ
う
し
て
商
人
の
取
り
扱
う
商
品
の
価
値
は
増
大
す
る
と
い
う
こ
と
。

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

ハ五



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

六
六

そ
し
て
最
後
に
「
前
か
ら
あ
る
価
値
の
追
加
」
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
、
流
通
過
程
で
生
じ
る
こ
う
し
た
価
値
の
追
加
と
そ
れ
に
も
と

ず
く
商
品
価
値
の
増
大
と
は
事
実
で
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
追
加
と
増
大
と
は
、
商
人
に
と
っ
て
は
、
す
で
に
前
提
さ
れ
て
い
る
商
品
の

価
値
の
い
わ
ば
枠
の
な
か
で
の
出
来
事
で
あ
り
、
こ
の
過
程
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
解
明
は
す
で
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

さ
き
に
例
解
で
い
っ
て
い
る
と
お
り
、
商
人
は
商
品
を
そ
の
現
実
の
価
値
に
彼
の
出
費
を
追
加
し
た
も
の
を
販
売
価
格
と
す
る
わ
け
だ

が
、
商
人
が
あ
ら
た
に
追
加
す
る
こ
の
価
値
を
名
日
的
価
値
と
規
定
し
て
い
る
点
に
こ
の
関
係
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、
し
た
が
っ

て
追
加
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
「
前
か
ら
あ
る
価
値
の
追
加
」
に
帰
着
す
る
と
い
う
こ
と
。

こ
う
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
注
記
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
い
か
な
る
解
釈
を
も
ぎ
し
は
さ
む
余
地
は
な
い
、
こ
の
注
記
を
ふ
く
む
さ
き

の
引
用
文
は
、

一
読
し
て
あ
き
ら
か
な
と
お
り
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
事
情
を
問
題
と
し
て
商
業
労
働
の
不
生
産
的
性
格
を
い
っ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
て
、
商
人
が
そ
の
資
本
を
も
っ
て
お
こ
な
う
商
莱
労
働
が
価
値
も
剰
余
価
値
も
生
産
し
な
い
と
す
れ
ば
、
商
業
的
賃
労
働
者

の
労
働
に
つ
い
て
も
ま
た
同
じ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
場
合
意
見
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
い
ま
み

た
最
後
に
あ
る
流
通
費
の
投
下
に
と
も
な
っ
て
生
じ
る
「
前
か
ら
あ
る
価
値
の
追
加
」
と
い
う
点
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
予
想
さ

れ
う
る
唯
一
の
異
論
の
中
味
は
、
あ
ら
か
じ
め
控
除
さ
れ
て
い
て
こ
の
費
用
を
填
補
す
べ
く
留
保
さ
れ
て
い
る
剰
余
価
値
の
可
除
部
分
を

さ
す
も
の
と
し
て
前
か
ら
あ
る
価
値
と
し
て
の
価
値
の
追
加
な
の
だ
、
こ
れ
が
文
章
の
真
意
な
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
ど

の
角
度
か
ら
み
て
も
な
り
た
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
異
論
に
し
た
が
え
ば
、
と
の
留
保
さ
れ
て
い
る
控
除
分
を
足
し
て
成
立
す
る
商

品
の
価
値
が
は
じ
め
て
現
実
の
価
値
に
等
し
く
、
も
し
こ
れ
が
こ
の
文
章
の
真
意
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
内
容
を
も
っ
こ
の
文
章

を
わ
ざ
わ
ざ
括
弧
に
い
れ
て
こ
の
位
置
に
お
い
て
説
明
を
に
ぎ
わ
す
必
要
は
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
は
と
れ
ま
で
の
全
説
明
を
一
挙

に
く
つ
が
え
す
混
乱
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
繭
業
労
働
が
剰
余
価
値
を
生
産
し
な
い
不
生
産
的
な
性
格
で
あ
る
こ
と
を
い
う
た



め
に
、
宇
野
氏
が
固
く
信
じ
て
疑
が
わ
な
い
か
た
ち
で
の
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
分
を
そ
の
ま
ま
加
え
て
も
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
商
業
労

働
が
剰
余
価
値
安
生
産
し
た
わ
け
で
は
な
い
、
こ
の
労
働
は
そ
う
し
た
性
格
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
こ
う

い
う
か
た
ち
で
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
な
け
れ
ば
混
同
と
誤
解
と
を
招
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
流
通
費
の
填
補
の
た
め
に
す
る
追
加
を
流

通
過
程
で
生
ず
る
あ
ら
た
な
追
加
と
し
て
の
追
加
と
み
て
の
み
こ
こ
の
注
記
が
意
味
を
も
っ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
の
括
弧
の
な
か
の
は

じ
め
に
お
か
れ
て
「
と
い
う
の
は
」
と
続
く
言
葉
自
体
、
国
語
的
に
み
で
さ
え
、
成
り
た
た
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
ら
た
な
追
加

で
あ
り
あ
ら
た
な
価
値
の
要
素
で
は
あ
る
が
そ
れ
は
、
す
で
に
あ
る
価
値
の
一
部
の
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
剰
余
価

値
が
こ
の
過
程
で
現
実
に
生
産
さ
れ
、
そ
れ
が
価
値
の
成
分
と
し
て
追
加
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
は
な
ら
な
い
、
そ
れ
こ
そ

誤
解
と
い
う
も
の
で
あ
る
、

「
と
い
う
の
は
」
と
説
明
が
続
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
。

」
の
説
明
は
、

一
見
ご
く
簡
単
で
あ
る
と
は
い
え
、
重
要
な
関
連
を
ふ
く
み
そ
れ
相
当
に
慎
重
な
考
慮
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
括
弧
に
い
れ
て
わ
ざ
わ
ざ
補
足
し
て
い
る
念
の
い
れ
よ
う
が
す
で
に
こ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
一
方
で
は

「
純
粋
な
流
通
費
」
の
説
明
の
な
か
で

「
自
分
の
た
め
に
他
人
を
労
働
さ
せ
る
資
本
家
に
と
っ
て
は
、
売
買
が
一
つ
の
主
要
な
機
能
に
な
る
。
し
か
し
、
売
買
期
聞
は
相
変
わ

ら
ず
価
値
を
つ
く
り
だ
し
は
し
な
い
。
そ
こ
へ
商
人
資
本
の
機
能
に
よ
っ
て
一
つ
の
幻
想
が
は
い
っ
て
く
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
だ
こ

の
幻
想
に
詳
し
く
立
ち
入
ら
な
い
に
し
て
も
、
次
の
こ
と
だ
け
は
は
じ
め
か
ら
明
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ぞ
れ
自
体
と
し
て
は
不
生
産

的
で
あ
っ
て
も
再
生
産
の
必
然
的
な
一
契
機
で
あ
る
機
能
が
、
分
業
に
よ
っ
て
、
多
数
の
人
々
の
副
業
か
ら
、
少
数
の
人
々
の
専
業
に
さ

れ
、
彼
ら
の
特
殊
な
営
業
に
さ
れ
て
も
、
こ
の
機
能
そ
の
も
の
の
性
格
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
人
の
商
人
:
:
:
が
彼
の

仕
事
に
よ
っ
て
多
く
の
生
産
者
の
売
買
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
@
そ
の
場
合
に
は
、
彼
は
、
む
だ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

ノ¥

七



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
馬

六
八

を
減
ら
し
た
り
生
産
期
間
の
解
放
を
助
け
た
り
す
る
一
つ
の
機
械
と
み
な
さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
る
」
(
『
資
本
論
』
、
第
二
巻
、
一
三
三
ペ
ー
ジ
、

大
月
書
底
版
全
集
、
第
二
四
巻
、

一六
O
i
一
人
一
ペ
ー
ジ
、
傍
点
|
|
井
田
)
。

と
い
っ
て
い
る
説
明
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
流
通
機
能
の
代
理
者
の
変
更
が
機
能
の
性
格
そ
の
も
の
を
も
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
商
人
に
よ
る
機
能
の
遂
行
に
は
商
業
的
賃
労
働
者
の
充
用
を
と
も
な
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
ま

た
そ
れ
で
、
犬
量
の
流
通
費
の
支
出
と
こ
の
費
用
の
填
補
の
た
め
の
商
品
価
値
の
あ
ら
た
な
増
大
と
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
る
。
だ
が

流
通
過
程
で
生
じ
る
商
品
価
値
に
た
い
す
る
こ
の
あ
ら
た
な
追
加
を
も
っ
て
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
充
用
に
ふ
く
ま
れ
る
現
象
で
あ
る
こ

と
を
一
半
の
根
拠
と
し
て
、
こ
こ
で
剰
余
価
値
が
直
接
に
つ
く
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
み
て
は
な
ら
な
い
。

「
商
業
労
働
者
と
直
接

に
産
業
資
本
の
使
用
す
る
労
働
者
と
の
あ
い
だ
に
は
、
産
業
資
本
と
商
業
資
本
と
の
あ
い
ど
に
生
ず
る
の
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
産
業
資

本
家
と
商
人
と
の
あ
い
ど
に
生
ず
る
の
と
同
じ
相
違
が
生
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
」
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
全
成
果
は
、
依
然
と
し
て
「
む

だ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
を
減
ら
し
た
り
生
産
期
間
の
解
放
を
助
け
た
り
す
る
」
こ
と
に
つ
き
る
の
だ
。
商
人
あ
る
い
は
商
業
的
賃
労
働
者

に
つ
い
て
生
産
性
を
云
々
す
る
と
し
て
も
そ
れ
は
、
い
ま
い
っ
て
い
る
よ
う
に
た
だ
間
接
的
な
意
味
で
い
い
う
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
他
方
で
は
そ
れ
は
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
可
変
資
本
に
ふ
く
ま
れ
る
「
幻
想
」
あ
る
い
は
「
困
難
」
に
関
連
し
そ
れ
を
つ
く

り
だ
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
@
す
で
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
い
く
た
び
「
困
難
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
か

え
し
て
い
る
こ
と
か
、
だ
が
、
注
記
は
あ
く
ま
で
も
註
記
で
あ
り
、
す
で
に
根
本
的
に
は
解
明
さ
れ
て
い
る
も
の
に
た
い
す
る
念
の
た
め

の
補
足
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
解
明
を
否
定
す
る
諸
説
が
、
こ
う
し
た
困
難
と
幻
想
と
に
直
面
し
て
す
っ
か
り
困
惑
し
て
、
~ 、

ル
ク
ス
白
身
に
と
っ
て
も
解
決
不
能
の
困
難
で
あ
り
『
資
本
論
』
が
解
明
し
え
な
か
っ
た
転
化
の
問
題
だ
な
ど
と
い
っ
て
、
大
騒
ぎ
に
な

る
の
は
け
だ
し
当
然
で
あ
っ
て
宇
野
氏
も
ま
た
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
。

つ
ま
り
「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
な
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。



そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
こ
の
内
容
を
な
す
宇
野
氏
の
商
業
労
働
論
を
、
少
し
長
い
が
引
用
し
よ
う
。

「
商
業
労
働
な
る
も
の
は
、
元
来
、
資
本
家
が
そ
の
資
本
を
以
て
な
す
資
本
家
と
し
て
の
操
作
に
要
す
る
労
働
で
あ
る
。
・
・
:
。
そ
れ

が
た
と
い
賃
銀
労
働
者
の
労
働
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

そ
れ
が
た
め
に
資
本
が
投
ぜ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
性
質
に
何
等
の
変
化
を
も
与

し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
如
何
に
し
て
こ
の
資
本
に
対
し
て
利
潤
を
要
求
し
得
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
先
ず
マ
ル

え
る
も
の
で
な
い
。

ク
ス
が
こ
れ
に
対
し
て
如
何
な
る
解
答
を
与
え
て
い
る
か
を
考
察
し
よ
う
@

商
業
資
本
家
は
、
商
業
労
働
者
の
労
働
力
の
買
入
れ
に
資
本
を
投
ず
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
も
商
品
の
販
売
価
格
は
、
こ
の
資
本

を
回
収
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
資
本
の
利
潤
を
も
与
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
業
資
本
家
が
産
業
資
本
家
か
ら
商
品
を
購

入
す
る
価
格
を
B
、
商
業
労
働
者
に
支
払
う
賃
銀
を
b
と
し
、
利
潤
率
を
?
と
す
る
:
:
:
。

B
を
一

0
0、
b
を一

O
、

γ
を
一

O
パ

ア
セ
ン
ト
す
る
と
販
売
価
格
は
ち
C

十
巴
+
呂
+
T
U
H
N
H
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

『
然
る
に
若
し
b
が
商
人
に
よ
っ
て
賃
銀
と
し
て
投
ぜ
ら
れ
な
い
と
す
る
と
1

l
』
と
い
う
の
は

b
は
商
人
的
労
働
に
対
し
て
、
云
い
換
え

れ
ば
産
業
資
本
が
市
場
に
投
入
す
る
商
品
資
本
の
価
値
の
実
現
に
必
要
な
労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
!
i
l

事
態
は
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
一

O
Oに
あ
た
る

B
の
売
買
を
な
す
た
め
に
、
商
人
は
そ
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
に
な

る
が
、
五
口
々
は
、
此
れ
が
彼
の
自
由
に
費
や
し
得
る
唯
一
の
時
間
と
仮
定
す
る
。
そ
こ
で
若
し
b
即
ち
一

O
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
こ
の

商
人
的
労
働
が
、
労
働
賃
銀
で
な
く
、
利
潤
で
支
払
わ
れ
る
と
な
る
と
、
そ
れ
は
、
今
一
つ
の
商
人
的
資
本
一

O
Oを
想
自
足
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
一

O
パ
ア
セ
ン
ト
は
、

一
O
な
る

b
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
』
:
:
:
。
勿
論
、
こ
の
想
定
さ
れ
た
資
本
は
、
商
品
の
販
売

に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
合
は
、
前
と
異
っ
て

H
g
+
5十
日
O
十
ロ
O

の
販
売
価
格
と
な
る
。
商
人
は
己

に
利
潤
を
も
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
自
己
の
商
人
的
労
働
そ
の
も
の
に
対
す
る
利
潤
を
も
要
求
す
る
わ
け
に
ほ
ゆ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

ノ、

九



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
涛

七。

〈
此
の
文
章
に
続
い
て
マ
ル
ク
ス
は
『
こ
の
第
二
の

B
H
一
O
Oは
商
品
の
価
格
に
追
加
的
に
入
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

そ
の
一

O
パ
ア
セ
ン
ト
は
入
る
で
あ
ろ
う
』
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
次
の
一
句
は
、
私
に
は
何
と
し
て
も
理
解
出
来
な
い
。

高
畠
氏
訳
本
で
は
;
;
『
即
ち
お
の
お
の
一

O
Oを
以
て
す
る
二
つ
の
操
作
(
合
計
二

C
C〕
が
な
さ
れ
、

N
O
O
+
N
C
十
M
N
O
で
商
品
が

購
買
さ
れ
る
の
で
あ
る
』
と
な
っ
て
い
る
O
i
-
-
;
:
。
な
お
こ
の
一
旬
は
、
・
:
:
長
谷
部
文
雄
氏
の
邦
訳
で
は
、
『
こ
の
第
二
の

B
U
一
C

。
は
商
品
の
価
格
に
追
加
的
に
で
は
な
く
入
り
こ
む
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
一

O
パ
ア
セ
ン
ト
の
方
は
追
加
的
に
入
り
込
む
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
一

O
Oを
二
度
運
用
し
て

(
U
二
O
O〉
商
品
を
N
O
C
+
N
C
+
M
M
O
で
買
う
(
売
る
?
〉
こ
と
に
な
ろ
う
』
:
:
と
訳
さ
れ
て
い

る
@
い
ず
れ
に
し
て
も
理
解
し
兼
ね
る
。
し
た
が
っ
て
本
文
に
述
八
た
最
後
の
部
分
は
マ
ル
ク
ス
自
身
の
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

〉
括
孤
内
の
文
章
は
こ
の
位
置
に
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
1

1

井
田
〉

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
処
で
も
亦
:
:
:
産
業
資
本
の
事
務
所
に
お
け
る
b
と
比
較
し
て
、
こ
の
問
題
に
解
決
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
.

マ
ル
ク
ス
の
此
の
点
に
関
す
る
論
述
は
、
私
に
と
っ
て
は
決
し
て
十
分
な
る
解
決
を
与
え
て
い
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
商
人

の
労
働
自
身
が
、
賃
銀
労
働
者
の
労
働
に
代
え
ら
れ
る
と
き
、
如
何
に
し
て
そ
の
賃
銀
と
し
て
支
払
わ
れ
る
資
本
に
は
そ
の
利
潤
を
求
め

得
る
か
。
ま
た
商
人
自
身
の
労
働
と
し
て
は
利
潤
と
し
て
得
ら
れ
る
も
の
が
、
賃
銀
労
働
者
の
労
働
に
な
る
と
そ
の
賃
銀
と
し
て
支
払
わ

れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
転
化
は
如
何
に
理
解
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ
ら
の
点
は
決
し
て
明
確
に
解
決
せ
ち
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

元
来
、
商
人
的
労
働
は
、
先
に
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
引
用
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
『
彼
の
自
由
に
費
や
し
得
る
唯
一
の
時
間
と
仮
定
』
し

て
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
資
本
家
と
し
て
の
『
労
働
』
で
あ
る
。
こ
の
『
労
働
』
は
利
潤
を
以
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
実
際
上
は
上
例
の
場
合
も
5
0
+
g
十
巴
十
巳
。
に
よ
っ
て
一
二

O
の
販
売
価
格
と
な
る
べ
き
で
は
な
く
、
単
に
ち
O
+
呂
+
口
。



利
潤
率
を
上
げ
う
る
の
で
あ
る
。

と
し
て
一
一

O
の
販
売
価
格
で
十
分
な
は
ず
で
あ
る
。
資
本
家
と
し
て
は
商
人
も
一

O
Oを
投
じ
て
一

O
の
利
潤
を
得
る
こ
と
で
一
般
的

か
か
る
利
潤
を
得
る
た
め
の
『
労
働
』
に
対
し
て
賃
銀
に
相
当
す
る
利
潤
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
己
に
そ
の
利
潤
は
一
般
的
利
潤
率
に
よ
る
利
潤
と
は
異
っ
た
性
格
を
、
少
く
と
も
そ
れ
を
他
の
要
因
を
も
っ
て
修
正
し
た
も
の

に
転
化
し
て
い
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
実
、
こ
の
設
例
で
は
、

一
般
に
賃
銀
労
働
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
資
本
家
的
『
労
働
』
が
、
逝
に
資
本
家
自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

も
の
と
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
産
業
資
本
の
下
に
あ
っ
て
も
己
に
一
定
の
流
通
過
程
に
要
す
る
労
働
と
資
材
と
が
資
本
と
し

て
投
ぜ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
せ
ら
れ
、
商
人
も
ま
た
先
ず
最
初
は
賃
銀
労
働
者
を
使
用
し
て
な
す
も
の
と
せ
ら
れ
、
最
後
に
こ
れ
を

自
ら
の
『
労
働
』
に
よ
っ
て
な
す
と
す
る
か
ら
一
一

C
で
な
く
、

『
労
働
』
に
対
し
て
更
に
何
故
利
潤
を
要
求
し
得
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
さ
え
生
ず
る
の
で
あ
っ
た
』

一二

O
の
販
売
価
格
を
も
っ
て
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た
こ
の

(
宇
野
第
一
論
文
、

一
七
一
ー

一
七
五
ペ
ー
ジ
、
傍
点

|
1井
回
)
。

と
り
あ
え
ず
と
こ
ま
で
に
し
て
検
討
に
は
い
ろ
う
。

前
節
で
の
簡
単
な
検
討
で
も
み
た
と
お
り
、
宇
野
氏
は
二
二

O
の
と
こ
ろ
に
特
別
の
関
心
を
し
め
し
て
二
二

O
を
一
一

O
に
引
下
げ
て

し
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
の
引
下
げ
と
追
放
と
の
経
過
を
み
て
そ
の
是
非
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

両
者
を
並
べ
て
比
較
す
る
と
そ
の
相
違
が
実
に
よ
く
わ
か
る
。

そ
σ〉マ

ル
ク
ス
・
・
も
う
一
つ
の
一

O
Oを
前
提
す
る
。

宇

野
・
・
今
一
つ
の
一

0
0を
想
定
す
る
。

一
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
爵

七



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

七

そ
1]) 

マ
ル
グ
ス
・
・
商
品
の
価
格
に
追
加
的
に
は
い
ら
な
い
。

宇

野
・
・
商
品
の
販
売
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
一
ニ

マ
ル
ク
ス
・
・
商
品
を
一
一
二

O
で
買
う
。

宇

野
・
・
一
一
一

O
の
価
格
と
な
る
。

前
提
さ
れ
た
一

O
Oは
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
た
だ
頭
の
中
で
だ
け
の
存
在
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
注
択
は
、
こ
の
さ
い

人
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
宇
野
氏
の
こ
の
説
明
を
み
る
と
、
そ
れ
は
必
ら
ず
し
も
蛇
足
で
も
な
さ
そ

う
で
、
か
つ
て
「
前
提
す
る
」
を
「
あ
ら
わ
れ
る
」
と
い
っ
て
一

O
Oを
二

O
Oに
「
転
化
」
さ
せ
た
ロ

i
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
奇
蹟
を
想
起

一
O
Oは
現
実
的
存
在
な
の
か
ど
う
か
。
現
実
に
機
能
し
て
い
る
一

O
Oで
な
け
れ
ば
一

O

さ
せ
る
。
い
ま
あ
ら
た
に
「
想
定
さ
れ
た
」

の
利
潤
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
も
し
こ
の
一

O
Oが
現
実
に
機
能
し
て
い
る
一

O
Oだ
と
す
れ
ば
、

回
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
到
践
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宇
野
氏
も
よ
も
や
こ
の
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
に
は

「
商
品
の
販
売
に
よ
っ
て

い
く
ま
い
。

一
C
Cで
買
っ
て
一
一

O
で
売
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
一
。
。
は
価
格
の
一
大
要
素
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
回

収
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
宇
野
氏
は
、

「
商
品
の
価
格
に
追
加
的
に
は
い
ら
な
い
し
と
い
う
意
味
を
深
く
考
え
す
ぎ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う

か
。
さ
し
あ
た
り
の
カ
ギ
は
「
追
加
的
」
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
一

O
Oと
い
う
あ
ら
た
な
貨
幣
資
本
の
た
め
の
追
加
要
素
は

ピ
タ
一
文
商
品
の
価
値
に
は
い
り
こ
ま
な
い
、
そ
れ
は
取
扱
う
商
品
資
本
の
価
値
の
大
き
さ
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
さ

し
て
い
る
。
だ
が
、
利
潤
の
一

O
は
ち
が
う
。

そ
れ
は
追
加
的
に
あ
ら
わ
れ
か
く
し
マ
一
一

O
で
の
売
買
と
い
う
こ
と
伝
な
る
。
と
い
っ



て
も
、
こ
れ
は
第
二
の
一

O
Oに
つ
い
て
の
話
し
で
あ
る
が
。
高
畠
、
長
谷
部
両
氏
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
っ
て
、
後
者

が
「
追
加
的
に
で
は
な
く
入
り
こ
む
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ち
が
い
を
際
立
た
せ
る
べ
く
訳
者
の
は
ら
っ
た
苦
心
を
感
じ
さ
せ
て

い
て
面
白
い
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
販
売
価
格
は
二
二

O
以
外
の
も
の
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
宇
野
氏
の
「
資
本
化
」

論
に
も
と
ず
く
疑
問
と
批
判
と
は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
る
。

も
う
一
度
比
較
論
で
や
っ
て
み
よ
う
。
(
〈
〉
括
孤
内
は
井
田
挿
入
)

そ
のマ

ル
ク
ス
・
・
彼
〈
商
人
〉
の
使
え
る
時
は

B
H
一
O
Oで
買
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
た
め
の
時
間
だ
け
だ
と
仮
定
す
る
。

宇

野
・
・
商
人
的
労
働
〈
b
v
は
「
彼
〈
商
人
〉
の
自
由
に
費
や
し
得
る
唯
一
の
時
間
と
仮
定
」
し
て
よ
い
。

そ
σコマ

ル
ク
ス
・
・

b
す
な
わ
ち
一

O
に
代
表
さ
れ
て
い
る
商
業
労
働
は
、
も
し
そ
れ
が
労
賃
に
よ
っ
て
で
は
な
く
利
潤
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ

る
と
す
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
商
業
資
本
を
前
提
す
る
。

字

野
・
・
商
人
的
労
働
〈
b
〉
は
、
資
本
家
と
し
て
の
「
労
働
」
で
あ
る
。
こ
の
「
労
働
」
は
利
潤
を
以
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
上
例
の
場
合
も
単
に
一
一

O
の
販
売
価
格
で
十
分
な
は
ず
で
あ
る
。

比
較
に
み
ら
れ
る
両
者
の
一
見
微
妙
に
し
て
劃
然
た
る
喰
い
違
い
は
、
そ
も
そ
も
、
宇
野
氏
の
前
提
の
理
解
の
な
か
に
問
題
の
あ
る
こ

と
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
聞
こ
え
が
悪
く
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
す
り
か
え
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

「
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
引

用
で
も
明
ら
か
に
よ
う
に
」
と
い
っ
て
、

「
商
人
的
労
働
は
『
彼
の
自
由
に
費
や
し
得
る
唯
一
の
時
間
』
と
仮
定
し
て
よ
い
」
と
い
っ
て

い
る
文
章
は
、
そ
の
端
的
な
表
現
と
み
て
よ
い
。
宇
野
氏
は
、

一
体
何
を
指
し
て
「
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
引
用
で
も
明
ら
か
」
だ
と
い
っ
て

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
鴬

七



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

七
回

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
見
え
す
き
す
、
ぎ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

「
自
由
に
費
や
し
得
る
唯
一
の
時
間
と
仮
定
さ
れ
て
い

る
」
場
合
の
当
事
者
彼
と
は
一
体
誰
な
の
か
。
こ
の
代
名
詞
は
、
商
人
か
そ
れ
と
も
一

O
に
代
表
さ
れ
た
商
業
労
働
の
担
い
手
か
。
そ
れ

こ
そ
「
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
引
用
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
」
前
者
で
あ
っ
て
後
者
で
な
い
こ
と
は
、
宇
野
氏
自
身
の
文
章
で
も
疑
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
商
人
は
、
こ
の
「
仮
定
さ
れ
た
自
由
に
費
や
し
得
る
唯
一
の
時
間
」
を
使
っ
て
ど
う
す
る
の
か
、
ど
れ
だ
け

の
範
囲
の
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。
彼
商
人
は
、

B
U
一
C
Cで
売
っ
た
り
買
っ
た
す
る
の
に
そ
の
時
間
を
使
、
つ
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
野
氏
は
、
代
名
詞
の
陰
に
か
く
れ
て
、
商
人
の
代
り
に
ソ
ッ
ト
一

O
に
代
表
さ
れ
た
商
業
労

働
の
担
い
手
を
忍
び
こ
ま
せ
て
、
商
人
と
こ
の
担
い
手
と
の
一
体
化
を
策
し
た
と
い
う
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
は
、
無

理
が
と
お
れ
ば
道
理
ひ
っ
こ
む
の
警
そ
の
ま
ま
に
、
商
人
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
て

b
の
登
場
を
必
然
な
も
の
と
す
る
諸
事
情
の
解
消
と

い
う
「
最
善
」
の
結
果
が
あ
ら
わ
れ
る
。

「
自
由
に
費
や
し
得
る
唯
一
の
時
間
の
仮
定
」
も
仮
定
さ
れ
た
こ
の
時
聞
を
使
っ
て

B
U
一
O

O
で
買
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
こ
と
も
す
べ
て
、

一
体
化
さ
れ
た
「
商
人
的
労
働
」
に
つ
い
て
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

宇
野
氏
な
ら
ず
と
も
こ
れ
で
は

B
H
一
O
Oに
加
え
る
に
も
う
一
つ
の
商
業
資
本

H
一
O
Oを
前
提
す
る
こ
と
な
ど
、
思
い
も
よ
ら
な
い

わ
け
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
だ
。

か
く
一
体
化
に
成
功
し
た
か
ら
に
は
、

「
上
例
の
場
合
一
二

O
の
販
売
価
格
と
な
る
べ
き
で
は
な
く
、

単
に
一
一

O
の
販
売
価
格
で
十
分
な
は
ず
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
ま
だ
終
わ
り
で
は
な
い
。

一
体
化
の
こ
の
作
業

は
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
の
は
、
す
で
に
あ
き
ら
か
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

「
商
人
的

労
働
」
の
概
念
で
あ
っ
た
。

「
元
来
、
商
人
的
労
働
は
資
本
家
と
し
て
の
『
労
働
』
で
あ
る
」
と
い
う
文
章
も
そ
れ
自
体
と
し
て
み
れ
ば
至
極
当
然
で
あ
っ
て
、
申
寸

野
氏
か
ら
の
長
い
引
用
文
の
は
じ
め
で
す
で
に
、

「
商
業
労
働
な
る
も
の
は
、
元
来
、
資
本
家
が
そ
の
資
本
を
以
て
な
す
資
本
家
と
し
て



の
操
作
に
要
す
る
労
働
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
た
こ
と
の
単
な
る
反
復
で
あ
ろ
う
と
は
い
え
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
同
じ
す
り
か
え
を
指
摘

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宇
野
氏
の
「
元
来
」
が
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
何
と
重
々
し
く
響
い
て
く
る
こ
と
か
。

B
H
一
O
Oで
買
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
た
め
の
商
人
の
時
間
も
、
こ
れ
と
は
別
の

b
す
な
わ
ち
一

O
に
代
表
さ
れ
て
い
る
商
業
労
働

も
い
ず
れ
も
「
商
人
的
労
働
」
と
す
ろ
こ
と
は
で
き
よ
う
。
と
の
労
働
は
資
本
が
商
人
資
本
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
、

「
資
本
が
商
品

の
貨
幣
へ
の
転
化
お
よ
び
貨
幣
の
商
品
へ
の
転
化
を
媒
介
す
る
た
め
に
、

一
般
に
必
要
な
労
働
で
あ
る
」
(
『
資
本
論
』
、
第
三
巻
、
ゴ
一
Q
九
べ

-
ジ
、
大
月
書
底
版
会
集
、
第
二
五
巻
、
三
七
二
ペ
ー
ジ
)
。

そ
し
て

B
H
一

ο
Oで
買
っ
た
り
売
っ
た
り
す
る
た
め
の
商
人
の
時
間
も
、

一
O
を
代
表
者
と
す
る
商
業
労
働
も
一
両
者
い
ず
れ
も
、

V

」

の
意
味
に
お
い
て
一
般
に
必
要
な
労
働
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
一
括
さ
れ
た
こ
の
「
商
人
的
労
働
L

は
、
宇
野
氏
に
し
た
が
っ

て
「
資
本
家
と
し
て
の
『
労
働
』
で
あ
る
L

と
い
う
わ
け
に
は
ど
う
し
て
も
い
か
な
い
。
右
の
商
業
労
働
に
つ
い
て
の
説
明
に
続
い
て

『
資
本
論
』
は
、

「
そ
れ
は
、
価
値
を
実
現
し
は
す
る
が
創
造
し
は
し
な
い
労
働
で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
だ
資
本
が
こ
の
よ
う
な
機
能
を
行
な
う
|
|
つ

ま
り
資
本
家
が
こ
の
操
作
、
こ
の
労
働
を
自
分
の
資
本
で
行
な
う
!
ー
ー
か
ぎ
り
で
:
:
」
云
々

Q
資
本
論
』
、
第
一
二
巻
、
一
二

O
九
ペ
ー
ジ
、
大

月
主
富
市
出
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
三
七
二
ペ
ー
ジ
〉
。

と
い
っ
て
い
る
が
、
宇
野
氏
が
「
商
人
的
労
働
」
を
論
じ
て
、
そ
れ
は
「
元
来
、
資
本
家
が
そ
の
資
本
を
以
て
な
す
資
本
家
と
し
て
の

操
作
に
要
す
る
労
働
で
あ
る
」
と
い
う
と
き
、
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
説
明
を
念
頭
に
お
い
て
そ
れ
に
論
拠
を
求
め
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
宇
野
氏
に
と
っ
て
の
問
題
は
そ
の
つ
ぎ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
が
こ
の
よ
う
な
機
能
を
お
こ
な
い
、
資
本
家
が
こ
の

労
働
を
自
己
の
資
本
で
行
な
う
か
ぎ
り
で

「
流
遇
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

七
五



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
定

七十ハ

「
こ
の
資
本
は
商
人
資
本
と
し
て
機
能
し
て
一
般
的
利
潤
率
の
規
制
に
参
加
す
る
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
総
利
潤
か
ら
の
自
分
の
配
当

分
を
引
き
だ
す
の
で
あ
る
」

Q
資
本
論
』
、
第
三
巻
、
三
O
九
ペ
ー
ジ
、
大
月
書
底
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
三
七
二
ペ
ー
ジ
〉

と
い
っ
て
い
る
点
が
そ
れ
で
あ
る

Q

商
人
と
一

O
の
担
い
手
と
の
一
体
化
の
目
標
と
帰
結
と
は
実
に
こ
の
点
に
あ
っ
て
、

一
体
化
さ
せ

た
「
商
人
的
労
働
」
を
も
っ
て
「
元
来
の
商
人
的
労
働
」
に
と
っ
て
か
わ
ら
せ
る
と
い
う
小
細
工
に
成
功
し
さ
え
す
れ
ば
、
あ
と
は
最
後

の
仕
上
げ
だ
け
で
あ
ろ
う
。
「
資
本
家
が
そ
の
資
本
を
以
て
な
す
資
本
家
と
し
て
の
操
作
」
、
こ
の
労
働
の
遂
行
に
よ
っ
て
す
で
に
こ
の
資

本
は
、

一
般
的
利
潤
率
の
規
制
に
参
加
し
て
総
利
潤
か
ら
自
分
の
配
当
を
引
き
だ
し
て
一

O
Oを
一
一

Q
と
し
、
資
本
と
し
て
自
己
を
実

現
し
て
い
る
の
だ
。

だ
か
ら
、
こ
の
商
人
的
『
労
働
』
は
〈
あ
ら
た
め
て
の
も
う
一
つ
の
一

O
!井
田
挿
入
|
〉
を
利
潤
を
以
て
支
払
わ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
実
際
上
は
上
例
の
場
合
も
二
一

O
と
な
る
べ
き
で
は
な
く
、
単
に
一
一

O
で
十
分
な
は
ず
で
あ

る
。
資
本
家
と
し
て
は
商
人
も
一

O
Oを
投
じ
て
一

O
の
利
潤
を
得
る
こ
と
で
一
般
的
利
潤
率
を
上
げ
う
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
利
潤
を

得
る
た
め
の
『
労
働
』
に
対
し
て
賃
銀
に
相
当
す
る
利
潤
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
己
に
そ
の
利
潤
は
一
般
的
利
潤
率
に
よ
る

利
潤
と
は
異
な
っ
た
性
格
に
転
化
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
ら
た
め
て
の
も
う
一
つ
の
一

O
を
ひ
き
だ
す
た
め
に
こ
そ

マ
ル
ク
ス
は
、

「
商
品
の
販
売
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
今
一
つ
の
一

O
Oを
想
定
す
る
」
な
ど
と
い
う
苦
し
ま
ぎ
れ
の
小

細
工
を
弄
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
「
困
難
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

「ヴ

Tσ
↑い
N
H
r
J
J
『
ん
い
き
謹
で
は
、

ま
ず
第
一
に
労
働
に
支
払
わ
れ
(
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
髭
業
質
本
家
が
商
人
自
身
の
労
働
じ
支

払
ワ
て
も
商
人
か
ら
支
払
を
受
け
る
広
員
の
労
働
に
支
払
っ
て
も
同
じ
こ
と
だ
か
ら
¥

そ
し
て
第
二
伝
商
人
白

F

身
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
の
こ
の
労
働
へ
の
支
払
に
た
い
す
る
利
潤
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
商
人
資
本
は
、
第
一
に

b
の
払
い
も
ど
し
を
受
け
、



第
二
に

b
に
た
い
す
る
利
潤
を
受
け
取
る
。

は
、
ま
ず
第
一
に
、
自
分
が
商
人
資
本
と
し
て
機
能
す
る
た
め
の
労
働
に
た
い
し
て
支
払
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
、
自

分
が
資
本
と
し
て
機
能
す
る
の
で
、
す
な
わ
ち
機
能
資
本
と
し
て
の
自
分
に
利
潤
で
支
払
わ
れ
る
よ
う
な
労
働
を
す
る
の
で
、
利
潤
の
支

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
次
の
こ
と
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
商
人
資
本

払
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
」

(
『
資
本
論
』
、
第
三
巻
、
一
ニ
O
九
ペ
ー
ジ
、
大
月
書
底
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
三
七
二
l
三
七

三
ペ
ー
ジ
)
。

全
部
で
三
重
払
い
と
い
う
こ
と
だ
が
最
後
の
払
い
は
除
い
て
、
そ
ん
な
二
重
払
い
な
ど
と
ん
で
も
な
い
と
い
っ
て
宇
野
氏
が
否
定
し
た

一
O
、
そ
れ
に
た
い
し
て
「
利
潤
を
以
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
そ
の
『
労
働
』
は
、

か
な
よ
う
に
」
、
商
人
資
本
一

O
O
が
商
人
資
本
と
し
て
機
能
す
る
た
め
の
ま
さ
に
そ
の
労
働
で
あ
り
、
こ
の
一

O
は
そ
の
労
働
に
た
い

「
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
引
用
で
も
あ
き
ら

し
て
の
支
払
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
点
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
理
解
を
も
つ
だ
け
で
も
、
宇
野
氏
を
し
て
「
資
本
化
」
論
の
提
起
を
臨
時
膳

さ
せ
る
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

「
商
人
自
身
の
労
働
と
し
て
は
利
潤
と
し
て
得
ら
れ
る
も
の
が
、
賃
銀
労
働

者
の
労
働
に
な
る
と
そ
の
賃
銀
と
し
て
支
払
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
如
何
に
し
て
そ
の
賃
銀
と
し
て
支
払
わ
れ
る
資
本
に
は
そ
の
利
潤

を
求
め
得
る
か
、
そ
の
転
化
は
如
何
に
理
解
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
問
題
は
、
販
売
価
格
一
一
二
の
価
格
要
素
で
あ
る
一

O
の
名
目
的

価
値
と
し
て
の
あ
ら
た
な
追
加
の
関
係
に
お
い
て
答
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
価
値
を
実
際
に
高
め
る
こ
の
名
目
的
価
値
が
す
な
わ

ち
い
う
と
こ
ろ
の
「
転
化
」
で
あ
り
「
利
潤
の
要
求
」
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
う
し
た
理
解
に
は
あ
と
一
歩
と
な
っ
た

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
遺
憾
で
あ
る
。

一
言
で
い
え
ば
、
宇
野
氏
に
は
、
自
身
卒
直
に
告
白
し
て
い
る
と
お
り
、

マ
ル
ク
ス
の
い
っ
て
い

る
「
ほ
ん
と
う
の
困
難
」
、
「
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
」
そ
の
も
の
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る

の
で
あ
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
の
予
言
に
た
が
わ
ず
、
幻
想
に
と
り
つ
か
れ
て
現
実
を
見
失
っ
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
以
外

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

七
七



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

七
人

の
宇
野
氏
の
疑
問
も
い
わ
ゆ
る
「
体
系
構
成
上
」
の
見
解
も
、
以
上
の
す
べ
て
に
つ
い
て
の
無
理
解
に
由
来
す
る
雑
音
で
あ
る
と
わ
た
く

し
は
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
、

一
二
一
か
そ
れ
と
も
二
二

O
か
と
い
っ
て
商
品
価
格
に
集
中
的
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
商
業
労
働
の
問
題
を
い
ろ

い
ろ
の
角
度
か
ら
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
こ
の
問
題
の
意
義
を
『
資
本
論
』
の
な
か
に
確
認
す
る
こ
と
を
も
っ
て
む
す
び
に
か
え
る
と
し

ト
品
、
寸
ノ
。

商
業
資
本
論
に
お
け
る
商
業
労
働
の
問
題

商
品
の
販
売
価
格
に
関
連
し
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
見
地
に
よ
っ
て
、
商
業
資
本
B
は
一

O
Oで
は
な
く
て
二

O
Oと
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
と
い
う
の
が
問
題
で
あ
る
と
し
よ
う
。

二
二
と
二
二

O
と
い
う
商
品
価
格
の
形
成
を
み
る
と
、
総
利
潤
の
う
ち
、
商
業
利
潤
の
か
た
ち
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
損
失
分
は
、

一
方
の
場
合
は
一
二
で
他
方
の
場
合
は
二

O
で
あ
る
か
ら
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
が
、
等
価
交
換
H
価
値
法
則
に
忠
実
に
し
た
が
う
剰
余
価
値

か
ら
の
控
除
万
能
主
義
に
よ
っ
て
、

一
O
八

O
の
価
値
を
も
っ
総
生
産
物
は
、
そ
の
流
通
の
た
め
に
一

O
Oの
代
り
に
二

O
Oを
必
要
と

す
る
。
そ
れ
で
は
何
故
そ
れ
は
二

O
Oを
必
要
と
す
る
に
い
た
っ
た
の
か
。

マ
ル
グ
ス
が
強
調
し
て
い
る
と
お
り
、

「
仮
り
に
、
ど
の
商
人
も
彼
自
身
が
自
分
の
労
働
で
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
資
本
し
か
も
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
商
人

資
本
の
無
限
の
分
散
が
現
わ
れ
る
で
あ
う
。
こ
の
分
散
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
進
む
に
つ
れ
て
生
産
的
資
本
が
よ
り
大
き
な
規
模

で
生
産
し
よ
り
大
き
な
量
を
操
作
す
る
よ
う
に
な
る
の
と
同
じ
度
合
い
で
、
増
大
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
・
:
。
そ
う
な
れ
ば
、

産
業
資
本
家
の
純
粋
に
商
業
的
な
業
務
、
し
た
が
っ
て
ま
た
彼
の
純
粋
に
商
業
的
な
支
出
は
、
無
限
に
広
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ



な
ら
ば
、
彼
は
一

0
0人
ず
つ
で
は
な
く
一

0
0
0人
ず
つ
の
商
人
を
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

産
業
資
本
家
は
自
分
の
業
務
の
商
業
的
都
分
に
よ
り
多
く
の
労
働
や
流
通
費
を
支
出
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
じ
商
人
資
本
で

も
、
多
数
の
小
さ
な
商
人
の
あ
い
だ
に
分
割
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
分
散
に
よ
っ
て
、
そ
の
機
能
の
媒
介
の
た
め
に
は
ず
っ
と
多
く
の
労

働
者
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
に
、
同
じ
商
品
資
本
を
回
転
さ
せ
る
た
め
に
も
よ
り
大
き
な
商
人
資
本
が
必
要
に
な
る
で
あ

ろ、
7
」

(
『
資
本
論
』
、
第
三
巻
、
三

O
五
l
三
O
六
ペ
ー
ジ
、
大
月
書
庖
版
会
集
、
第
二
五
巻
、
三
六
八
|
三
七
0
ペ
ー
ジ
、
傍
点
ー
ー
ー
井
田
)
。

と
い
っ
て
い
る
商
業
資
本
の
自
立
化
に
ふ
く
ま
れ
る
重
要
な
関
係
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
き
に
指
摘
し
引
用
文
の
最
後
に
あ
る
と

お
り
、

一
O
八

O
と
い
う
同
じ
商
品
資
本
を
回
転
さ
せ
る
た
め
に
、

一
O
Oの
代
り
に
二

O
Oと
い
う
よ
り
大
き
な
商
業
資
本
が
現
実
に

要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
産
業
資
本
家
に
と
っ
て
の
純
粋
に
商
業
的
な
業
務
と
支
出
と
の
無
限
の
広
が
り
を
つ
く
り

だ
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

一
O
O人
ず
つ
で
は
な
く
一

0
0
0人
ず
つ
の
商
人
を
相
手
じ
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
事
態
で
あ
り
、
ど
の
商

人
も
彼
自
身
が
白
分
の
労
働
で
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
資
本
し
か
も
っ
て
い
な
い
事
態
で
あ
っ
て
、
商
業
資
本
に
お
け
る
無

限
の
分
散
の
表
現
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

産
業
資
本
家
と
蒔
人
と
の
聞
に
お
け
る
資
本
機
能
の
分
割
と
こ
の
分
割
に
よ
る
相
違
点
と
に
ふ
れ
た
マ
ル
ク
ス
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ

て
い
た
。

「
高
人
資
本
が
、
そ
れ
の
必
要
な
限
界
の
な
か
に
制
限
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
相
違
は
た
だ
次
の
点
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本

機
能
の
こ
の
よ
う
な
分
割
に
よ
っ
て
、
た
だ
流
通
過
程
だ
け
に
費
や
さ
れ
る
時
聞
が
少
な
く
な
り
、
流
通
過
程
の
た
め
に
前
貸
し
さ
れ
る

追
加
資
本
が
少
な
く
な
り
、
そ
し
て
、
総
利
潤
中
の
、
商
業
利
潤
の
姿
で
現
わ
れ
る
損
失
分
が
、
こ
の
分
割
の
な
さ
れ
な
い
場
合
に
比
べ

て
よ
り
小
さ
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
前
に
あ
巾
た
例
で
商
人
資
本
一

O
Oの
ほ
か
に
あ
る

3
0円
+ECJ1
十
回

3
3
が
産
業

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

七
九



「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
罵

/¥. 
0 

資
本
家
に
一
六
二
す
な
わ
ち
一
八
%
の
利
潤
を
残
し
、
し
た
が
っ
て
一
八
の
撞
除
を
ひ
き
起
こ
す
と
す
れ
ば
、
も
し
こ
の
独
立
化
が
な
け

れ
ば
必
要
な
追
加
資
本
は
お
そ
ら
く
二

O
Oと
な
り
、
そ
う
な
れ
ば
産
業
資
本
家
の
総
前
貸
は
九

O
Oで
は
な
く
て
一
一

O
Oと
な
り
、

し
た
が
っ
て
総
剰
余
価
値
一
八
む
に
た
い
し
て
は
た
っ
た
一
六
品
¥
己
%
の
利
潤
率
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
弓
資
本
論
』
、
第
三
一
巻
、
三
。
二
べ

l

ジ
、
大
月
番
唐
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
三
六
四
三
六
五
ペ
ー
ジ
)
。

い
ま
み
て
い
る
二

O
Oに
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
個
別
化
さ
れ
た
小
規
模
な
独
立
営
業
者
の
場
合
と
は
、
事
実
上
、
資
本
制
的
生
産

者
自
ら
流
通
の
機
能
を
も
あ
わ
せ
遂
行
し
商
人
的
業
務
と
費
用
と
の
無
限
の
増
大
を
余
儀
な
く
し
て
い
る
場
合
と
同
じ
事
態
で
あ
っ
て
、

し
た
が
っ
て
「
商
業
資
本
の
独
立
化
の
利
益
の
大
き
な
部
分
は
な
く
な
る
」
に
い
た
る
の
は
け
だ
し
当
然
で
あ
る
。
い
ま
検
討
し
て
い
る

二
O
Oの
場
合
に
つ
い
て
、
当
面
、
わ
が
国
い
い
お
け
る
現
状
も
そ
の
好
個
の
一
例
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

「
ど
の
商
人
も
彼
自
身

が
自
分
の
労
働
で
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
資
本
し
か
む
っ
て
い
な
い
」
ご
く
小
規
模
な
独
立
商
人
が
無
限
に
分
散
し
て
い
る

状
態
を
さ
す
の
だ
と
い
う
認
識
は
、
文
字
ど
お
り
、
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遺
憾
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

マ
ル
ク
ス
商
業
資

本
論
を
考
察
し
て
こ
の
問
題
に
論
及
す
る
人
は
跡
を
た
た
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
を
正
し
く
捉
え
て
商
業
資
本
論
全
体
の
な
か
に
位

(

1

)

 

置
づ
け
て
い
る
人
を
知
る
機
会
を
こ
ん
に
ち
い
い
い
た
る
も
わ
た
く
し
は
も
っ
て
い
な
い
c

(

1

)

た
だ
公
平
の
た
め
に
い
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
商
業
労
働
の
性
絡
を
考
察
し
て
い
る
柳
氏
が
、
こ
の
間
題
に
ふ
れ
た
と
き

「
そ
し
て
そ
れ
を
う
け
て
、

B
を一

0
0、
K
を
ゼ
口
、
b
を
一

O
、
利
潤
率
(

P

)

を一

ovmと
す
れ
ば
、
販
売
価
格
は
・
・
・
二
二
と
な
る

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

が
、
若
し
商
人
が
賃
金
労
働
者
を
一
雇
用
せ
ず
に
自
ら
:
:
:
労
働
す
る
と
す
れ
ば
、
販
売
価
格
は
:
・
:
・

5
0十
M
o
l
-
H
O
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
自
明

の
こ
と
を
説
い
た
:
:
:
」
(
柳
第
三
論
文
、
二
一
ペ
ー
ジ
、
傍
点
|
|
井
田
)
。

と
い
っ
て
正
し
い
観
点
を
提
供
す
る
か
に
み
え
な
が
ら
も
、
た
だ
ち
に

「
尤
も
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
宇
野
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
・

マ
ル
ク
ス
の
表
現
は
、
簡
に
牛
〈
し
て
真
意
を
捕
促
し
が
た
い
点
も
め
る



、、

が
、
私
は
、
宇
野
教
授
に
従
っ
て
単
に
こ
の
よ
、
つ
に
解
釈
す
る
」
(
柳
第
三
論
文
、
二
七
ペ
ー
ジ
、
注
(
山
〉
、
傍
点
1

1
井
田
Y

と
考
え
な
お
し
微
妙
な
動
揺
定
し
め
し
た
ど
け
で
、
い
か
な
る
成
呆
に
も
結
実
す
る
こ
と
な
く
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
@

す
で
に
論
争
の
概
観
の
と
こ
ろ
で
引
用
し
て
お
い
た
と
お
り
、
第
一
六
章
「
商
品
取
扱
資
本
」
の
最
後
で
マ
ル
ク
ス
は
自
立
化
の
意
義

を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
の
を
み
た
が
、
さ
き
の
認
識
こ
そ
は
こ
の
理
論
か
ら
直
接
ひ
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
諸
利
益
の
獲

得
の
た
め
に
自
立
し
た
商
業
資
本
に
要
請
さ
れ
る
形
態
は
、
分
散
で
は
な
く
て
集
積
で
あ
り
、
個
別
化
で
は
な
く
て
社
会
化
で
あ
り
、
直

接
の
生
産
過
程
に
お
け
る
社
会
化
に
対
応
し
た
流
通
過
程
に
お
け
る
社
会
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
社
会
の
全
成

員
の
あ
い
だ
の
社
会
的
関
連
が
し
だ
い
に
強
化
さ
れ
-
つ
の
全
体
に
結
集
さ
れ
て
い
く
現
実
の
発
展
過
程
に
お
け
る
重
要
な
環
を
構
成
す

る
。
つ
ま
り
、
直
接
に
商
品
売
買
に
充
用
さ
れ
る
資
本

B
は
二

O
Qで
は
な
く
て
一

C
Cで
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
業
労
働
の
た
め
の

追
加
費
用
を
填
補
す
る
商
品
の
販
売
価
格
は
、

ロ
l
ゼ
ン
ベ
ル
ゲ
に
と
っ
て
狂
気
の
沙
汰
で
し
か
な
い
一
一
二
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
彼

の
修
正
主
義
的
見
地
に
も
と
ず
く
局
知
の
「
補
足
」
を
許
し
え
な
い
事
情
も
ま
た
こ
こ
に
あ
る
。

商
業
労
働
の
問
題
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
関
係
は
、
資
本
制
的
生
産
の
一
般
的
法
則
た
る
小
経
営
に
た
い
す
る
大
経
営
の
優
越

怯
の
商
業
に
お
け
る
特
殊
的
形
態
と
も
い
う
こ
と
が
で
さ
る
の
で
あ
っ
て
、
商
業
に
お
け
る
資
本
の
こ
の
増
大
と
発
展
と
は
、

一
方
で
は

小
規
模
な
分
散
商
人
の
零
落
と
収
奪
と
を
表
現
し
同
時
に
商
業
的
賃
労
働
者
の
状
態
の
悪
化
と
地
位
の
低
下
と
い
う
問
題
を
た
だ
ち
に
提

起
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
商
業
労
働
の
問
題
に
続
い
て
円
資
本
論
』
の
説
明
が
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
注
記
に
も
あ
き
ら
か
な
と
お
り
、

ー寸

商

業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
運
命
の
予
測
」
の
問
題
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
法
目
す
べ
き
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。

(
一
九
七
二
一
・
九
・
一
九
)

「
流
通
費
の
資
本
化
」
論
の
終
駕

A 


